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クラブリーダー向

けの一連の手引きが作成されて以来、ロータリーの方針と手続に多くの変更が加

わりました（2016 年規定審議会の決定に伴う変更も含む）。以下は、これらの

変更のまとめとなり、「クラブを成功に導くリーダーシップ」に掲載されている

内容に優先します。最新のクラブ定款および細則は、ロータリーウェブサイト

（rotary.org）からご覧いただけます。  

一般情報 

国際ロータリー細則への以下の変更は、2016 年 7 月 1 日に有効となり、すべて

のロータリアンに適用されます。 

ロータリーへの入会 

クラブは、移籍会員、二重会員、名誉会員に関し、独自の方針を定めることがで

きますが、今後も従来の規則に従うことが可能です。会員身分における唯一の必

須資格条件は、ロータリアンが、善良、高潔性、リーダーシップがあり、職業

上、および（または）地域社会において良い世評を受けており、地元や世界の地

域社会に奉仕する意欲のある成人でなければならないという点です。 

ほかのロータリークラブに対して負債がある場合、会員候補者はクラブへの入会

資格がありません。クラブは、入会を希望する移籍会員または元クラブ会員が元

クラブに未納金がない証拠を提供しなければなりません（詳しくは、RI 細則

4.030.を参照）。  

例会頻度、形式、出席における柔軟性 

規定審議会代表議員は、ロータリークラブによる例会の開催方法に関する制限を

なくすことを圧倒的に支持し、クラブの健全性は出席率だけで判断されるもので

はないということを認識しました。RI 理事会も支持しているこの審議会決定に

より、クラブは以下のことができるようになります。  

 例会に最適な日と時間を決定する 

 例会を変更または取り消す 

 奉仕プロジェクトまたは交流行事を例会として見なす 

 顔を合わせる例会またはオンラインの例会のどちらか、または、顔を合わ

せる例会とオンラインの例会を交互に行う、または同時に両方の形式を採

用する（例：ある会員が、顔を合わせる例会にビデオチャットを通じて参

加する）ことを選択する 

2016 年規定審議会の 
最新情報 
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 出席要件と出席率の悪い会員の終結に関する方針を変更するため、クラブ

細則を修正する 

この変更により、ロータリークラブは、月に最低 2 回、何らかの形で例会を開催

する限り、例会頻度を減らすことができます。毎月最後の例会から 15 日以内に

地区ガバナーに出席報告を提出することに変更はありません。 

会員の種類における柔軟性 

ロータリーには、正会員と名誉会員という 2 つの会員の種類があります。今回の

規定審議会の決定により、クラブは、このほかの種類（準会員、法人会員、家族

会員）を追加できます。しかしその場合、それらの会員を正会員として報告し、

RI の人頭分担金を徴収する必要があります。 

「85」のルール 
次の 2 つの条件がそろった場合、ロータリアンは出席を免除されます。一つまた

は複数のロータリークラブのロータリー歴と会員の年齢の合計が 85 年以上であ

り、一つまたは複数のクラブで少なくとも 20 年の会員歴がある場合。 

E クラブとロータリークラブ 
すべてのロータリークラブに新しい柔軟性が認められたことに鑑み、ロータリー

は今後、Eクラブと通常のクラブを区別しません。Eクラブへの言及は、RI細則

および標準ロータリークラブ定款から削除されましたが、クラブは、オンライン

のみ、または主にオンラインで例会を開くクラブであることを強調するため、

「Eクラブ」という名称を使い続けることが可能です。 

ローターアクターのための二重会員 
ローターアクトからロータリーへの移行をスムーズにするため、RI 細則は、ロ

ーターアクト会員であっても、ロータリー会員としての資格を満たしたローター

アクターの入会を認めます。  

一時保留 

クラブは 90 日を上限として会員を一時保留することができます。90 日が経過し

た時点で、当該会員を終結するか復帰させなければなりません。一時保留とされ

た会員は、一時保留について提訴する、または調停や仲裁を求める権利がありま

す。 
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「クラブを成功に導くリーダーシップ」シリーズへの変更 

 
決定 

クラブを成功に導くリーダーシッ

プ 

会長編 
幹事編 会計編 

半期人頭分担金の増額（2016-17 年度の 28 ドルから、

2017-18 年度に 30 ドル、2018-19 年度に 32 ドル、

2019-20 年度に 34 ドル）  

第 2 章 第 4 章 第 2 章 

同じ住所に住む 2 人のロータリアンが機関誌、または

そのクラブに指定したロータリー雑誌を合同で講読す

る 

第 2 章 第 4 章 第 2 章 

クラブは入会金を徴収しなくてもよい。ただし、引き

続き入会金を徴収してもよい。 
第 2 章 補遺 5 第 2 章 

クラブ会計がクラブ理事会のメンバーとなる 第 2 章 

第 3 章 

第 2 章  

書面による理事会議事録を例会後 60 日以内にすべて

の会員に提供する 
 第 2 章 第 2 章 

 



「クラブを成功に導くリーダーシップ：会長編」（2015年版）
は、2016-17年度、2017-18年度、2018-19年度のクラブ会長
用です。この手引きに収められた情報は、ロータリーの定款
と方針文書に基づいています。詳しい方針については、これ
らの文書を直接ご参照ください。定款と方針文書に変更が
加えられた場合、その変更が優先されます。
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ロータリーの 
会員増強への 
貢献を 
称えるために

新会員推薦者のための 
認証プログラム 
ついにスタート

ロータリーの新しい「新会員推薦者のための認証プロ
グラム」では、2013年7月1日以降に入会した新会員を
推薦したロータリアンに、特別な認証ピン（推薦した新
会員数によって色分けされた裏あて付き）が贈られます。
さらに、ロータリーウェブサイト（www.rotary.org）内に
新設される新会員推薦者ギャラリーに推薦者の氏名が
掲載されます。

リーダーのネットワークへ:www.rotary.org/myrotary/ja



i はじめに

はじめに

ロータリーのグローバルな力は、それぞれの地域に根づいて活動する34,000以上のクラ
ブを基本としています。リーダーとしてクラブを導く会長には、クラブのマネジメントだけで
なく、会員のモチベーションの喚起、地域社会におけるロータリーへの理解とイメージの向
上、奉仕プロジェクトの実施など、たとえ1年間とはいえ、とても重要な役割があります。

会長が利用できる資料や情報、リソースは数多くあります。ロータリーのウェブサイト（www.
rotary.org）にはロータリーの情報とニュースが満載されており、参考資料をダウンロードし
たり、クラブのデータを閲覧したりできます。また、補助金を申請してクラブの奉仕プロジェ
クトを実施したり、ロータリー世界本部（米国エバンストン）と日本事務局の職員からの支
援を得ることもできます。

会長エレクト研修セミナー（PETS）と地区研修・協議会への出席に先立ち、この手引きで
会長の役割と責務を理解しておきましょう。この手引きを含む研修資料についてのご質問
は、下記までお問い合わせください。

国際ロータリー	研修・開発チーム	
Eメール：learn@rotary.org

http://www.rotary.org/ja
http://www.rotary.org/ja
mailto:learn@rotary.org


ii クラブを成功に導くリーダーシップ：会長編

あなたのクラブは 
「元気」ですか？

「元気なクラブづくりのために」の手引きには
以下の内容が紹介されています
•  日本の活気あるクラブの紹介
•  アイデア「クラブでやってみよう」
•  My ROTARYから利用できるリソース

shop.rotary.org　から 
ご注文ください



会長の仕事
クラブリーダーとして会員のモチベーションと意欲を喚起し、地域社会で
積極的に奉仕活動を実施して、クラブの存在感を発揮しましょう。

会長エレクトとして

クラブに影響する決定を行う場合は、現会長に相談する。

理事会のメンバーとなる。

次年度の委員長および研修リーダーを任命する。*

次年度クラブ予算の作成を監督する。

次期クラブ役員に地区研修・協議会への出席を奨励する。

Rotary.orgにアカウントをつくる。

会長エレクト研修セミナー（PETS）、地区研修・協議会、地区大会に出席する。

Rotary.orgにあるロータリークラブ・セントラルでクラブの目標を確認し、目標に向けた活動状況を時々
確認する。

*「ロータリー章典」に記載

http://www.rotary.org/ja/clubcentral


会長として
各委員会の目標を立てる。クラブ委員会と地区委員会の間のコミュニケーションを奨励する。委員会の
活動、目標、支出を確認し、決定に参加する。*

クラブ予算の作成を監督し、（年次財務評価を含む）適切な会計慣行が行われるようにする。*

会員情報とクラブデータを更新するために、幹事と会計がRotary.orgのアカウントを作ったことを確認す
る。

クラブと地区の事柄について、ガバナーおよびガバナー補佐と協力する。*

ガバナーとロータリー事務局からの重要な情報をクラブ会員に伝える。*

ガバナー公式訪問に備える。

ロータリー青少年保護の方針および「青少年と接する際の行動規範に関する声明」に従い、青少年
交換プログラムの参加要件を順守する。

毎月の理事会会合を計画、実施する。*

興味深く充実した例会を企画、実施する。また、会員が楽しめる親睦行事を開く。*

必要に応じて、会員のための包括的研修が行われるようにする。*

ロータリークラブ・セントラルで立てた目標の達成のために、会員の参加を促す。

ロータリークラブ・セントラルで立てた目標に向けた進捗を記録、確認する。

地区会合とロータリー国際大会への出席を奨励する。

地区大会に出席する。*

退任前に、クラブに関する年次報告書を作成し、クラブに提出する。*

退任前に後任者との引き継ぎをしっかりと行う。*

今年度と次年度の理事会による合同会合を開く。*

*「ロータリー章典」に記載

リーダーのネットワークへ:  www.rotary.org/myrotary/president

https://www.rotary.org/ja/document/891
https://www.rotary.org/ja/document/888
https://www.rotary.org/ja/document/888
http://www.rotary.org/ja/clubcentral
http://www.rotary.org/ja/clubcentral


1 年度計画を立てる

第1章	

年度計画を立てる　

クラブが何を成し遂げられるかは、会長のリーダーシップにかかっていると言っても過言で
はありません。多様な会員が親交を深め、各自の職業や経験をロータリーで生かせるよう、
会員のモチベーションを喚起するのは、会長の仕事です。クラブでの活動は、以下のように
多岐にわたります。

•	新会員を勧誘する
•	現会員の積極的な参加を促す
•	地元や海外で奉仕活動を実施する	
•	ロータリー財団に寄付する
•	ロータリーのプログラムに参加する
•	リーダーシップのスキルを養成し、次世代のリーダーを育てる
•	ロータリーについて広報し、クラブの活動を紹介する
世界中のロータリー会員は、ロータリーの基本理念の下に結ばれています。全会員の指針と
なるこの基本理念をもう一度確認しておきましょう。

あなたの役割：クラブの目標設定
会長エレクトとして 会長として
クラブの戦略計画（長期的な計画）を立てる。既
に戦略計画がある場合には、その内容が現在も
有効かつ適切なものであるかどうかを見直し、必要
に応じて修正を加える。 

戦略計画を実行し、進捗を定期的に確認する。

クラブの長期計画に沿った年度目標を立て、ロー
タリークラブ・セントラルに入力する。

会員の積極的参加を促す。参加へのモチベーショ
ンを喚起する。

目標に向けた行動計画を立てる。 活動成果や目標達成をクラブ全員で祝い、会員の
功労を称える。

研修に出席し、リーダーシップチームとともにクラブ
の目標を立てる。

クラブのリーダーシップチ
ームと一緒に、次年度以
降のクラブの目標を立て
ましょう。目標と行動計画
を立てる際には「戦略計
画立案ガイド」をぜひご
利用ください。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/guiding-principles
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/745
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/745


2 クラブを成功に導くリーダーシップ：会長編

「クラブ・リーダーシップ・プラン」で元気	
なクラブに
時代に即したクラブとなるために、「元気なクラブづくりのために：クラブ・リーダ
ーシップ・プラン（日本版）」をご参照ください。クラブで活用できるベストプラクテ
ィスのほか、日本のクラブの事例も紹介されています。

まずは、クラブの運営方法や慣習を全員で見直してみましょう。続けるべきもの
もあれば、時代にそぐわない慣習や、あまり意味のない慣習もあるかもしれませ
ん。クラブ独自のリーダーシップ・プランを立案することで、次のような効果が期
待できます。

•	目標を全員で共有すれば、クラブの未来について会員が積極的に意見や希望
を述べるようになる。

•	会員の積極性が増し、クラブのために努力や時間を惜しまなくなる。

•	クラブや地区で活躍できる人材が育つ。

•	後継者が育成され、年度ごとの引き継ぎがスムーズになる。

ガバナー補佐は、クラブに情報やアドバイスを提供してくれる貴重な存在です。
元気なクラブづくりに関するそのほかの情報や資料は、ロータリーコーディネータ
ー、直前会長、国際ロータリー日本事務局のクラブ・地区支援室にお問い合わせ
ください。

クラブ・リーダーシップ・プ
ランの立案には「クラブ・
リーダーシップ・プラン作
成のためのチェックリス
ト」も役立ちます。

クラブ細則を作成・修正
する際には「推奨ロータ
リークラブ細則」をご参
照ください。

245JA-L

元気なクラブ 
づくりのために
クラブ・リーダーシップ・プラン 日本

リーダーのネットワークへ ｜ アイデアを広げよう ｜ 行動しよう  www.rotary.org

https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/be-vibrant-club-your-club-leadership-plan-north-america-245en
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/be-vibrant-club-your-club-leadership-plan-north-america-245en
https://www.rotary.org/myrotary/ja/coordinators-advisers
https://www.rotary.org/myrotary/ja/coordinators-advisers
https://www.rotary.org/myrotary/ja/contact/reps
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/617
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/617
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/617
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/617
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/608
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/608


3 年度計画を立てる

戦略計画で長期的ビジョンを描く
クラブが将来に「こうありたい」というビジョンを描き、それに沿った目標と行動
計画を立てるのが「戦略計画」です。戦略計画とはクラブの長期的な取り組みで
あり、全会員によるサポートが必要とされます。国際ロータリーは、ロータリーの
戦略計画（補遺1）に沿った目標を立てるよう、クラブと地区に奨励しています。

クラブから寄せられた報告によると、戦略計画を立てているクラブのほうが、会
員の積極性と維持率、満足度が全体的に高いことが分かっています。「戦略計
画立案ガイド」を活用し、全員でクラブの戦略計画を立てましょう。

目標設定は成功のカギ
次年度の計画を立てる前に、目標を決めましょう。明確な目標がなければ、クラ
ブの活動計画や方向性を定めることはできません。年度目標を立てる際には、会
員の声を反映させましょう。クラブの強みや改善点について全会員にアンケートを
行うのも一案です（クラブ評価ツールに収められたアンケートの見本をご参照く
ださい）。	

最大の成果を挙げるには、「具体的」「測定可能」「達成可能」「現実的」な目
標を設定し、達成の期日を定めておくことが重要です（例えば、単に「会員を増
やす」ではなく、「年度末までに会員数を10％増やす」など）。

目標を立てる際には、「ロータリークラブ・セントラル」をご利用ください。会長と
会長エレクトは、ここで「会員増強」「奉仕」「財団への寄付」の3つの分野にお
ける過去5年間のクラブの目標と達成状況を確認したり、データやレポートを見

ロータリー戦略計画につ
いてはRotary.orgをご参
照ください。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/745
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/745
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/618
http://www.rotary.org/ja/clubcentral
https://www.rotary.org/myrotary/ja/strategic-plan
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ることができます。一度入力した目標を、実情に応じていつでも修正できます。ロータリーク
ラブ・セントラルの使い方については、ラーニングセンターにある「ロータリークラブ・セント
ラルのリソース」のコースをご利用ください。

目標を立てたら、「行動計画ワークシート」を使って、達成に向けた行動計画を立てましょ
う。目標設定と同様、会員の意見を取り入れて計画を立てることが重要です。	

ロータリークラブ・セントラルで目標を入力・変更できるのはクラブリーダーのみですが、入
力された目標と進捗を全会員がいつでも閲覧できます（My	ROTARYへのログインが必要
です）。目標に向けたクラブの活動状況を時々確認するよう、会員に奨励しましょう。

評価を次年度に生かす
活動状況をクラブで時々確認し、どのような成果を挙げているか、改善すべき点は何かを
検討しましょう。この評価を基に、会長エレクトと会長ノミニーが次年度以降の目標と計画
を立てることができます。

また、ガバナー補佐やガバナーによるクラブ訪問の際に、長期目標と年度目標について話
し合いましょう。

http://learn.rotary.org


5 年度計画を立てる

考えてみよう

クラブの戦略計画の中で、クラブに一番大きな影響を与えるのは何だと思いますか。それはどのような影響
ですか。

目標を立てるにあたり、会員にどのように協力してもらいますか。
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補遺 1

リーダーのネットワークへ／アイデアを広げよう／行動しよう  www.rotary.org/ja/strategicplan

価値観を行動に

私たちは、親睦を通じて生涯にわたる友情をはぐくみ、国や文化を超えた理解を促します。

私たちは高潔性をもって約束を守り抜き、倫理を守ります。

多様性を誇るロータリーは、さまざまな考え方をつなぎ、多角的なアプローチで問題に取り組みます。

私たちは、奉仕を通じてリーダーシップと職業のスキルを生かし、地域社会の問題に取り組みます。

クラブのサポートと強化
• クラブの刷新制と柔軟性を育てる
• さまざまな奉仕活動への参加を

奨励する
• 会員基盤の多様性を奨励する
• 会員の勧誘と維持を改善する
• リーダーを育成する
• ダイナミックな新クラブを結成す

る
• クラブと地区における戦略計画の

立案を奨励する

人道的奉仕の重点化と増加
• ポリオを撲滅する
• 青少年や若きリーダーの支援、お

よびロータリーの6つの重点分野
と関連したプログラムや活動にお
いて持続可能性を高める

• 他団体との協力やつながりを深
める

• 地元と海外の地域社会で多大な
成果をもたらすプロジェクトを生
み出す

公共イメージと認知度の向上
• イメージとブランド認知を調和さ 

せる
• 行動を主体とした奉仕を推進する
• 中核的価値観を推進する
• 職業奉仕を強調する
• ネットワークづくりの機会、ならび 

にクラブ独自の活動について広 
報するようクラブに奨励する

戦略的目標

戦略計画
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リーダーのネットワークへ／アイデアを広げよう／行動しよう   

www.rotary.org/ja/strategicplan

4410-JA—(114)
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親睦
高潔性
多様性
奉仕

リーダーシップ

私たちは責任あるリーダーとして、世界の切実な課題を
解決するために行動します。
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メモ



9 クラブのマネジメント

第2章 

クラブのマネジメント

クラブを管理する全般的責任は理事会にありますが、クラブの効率的・効果的な運営を見
届けるのは会長です。理事会会合やクラブ協議会の計画、ガバナー公式訪問の準備、財務
の監督など、管理運営面での会長の役割を確認しておきましょう。

クラブの運営に関する情報や機能を、Rotary.orgから利用できます。質問がある場合は、
ガバナー補佐またはクラブ・地区支援室職員にお問い合わせください。

会長エレクトとして 会長として
クラブ管理運営委員を任命し、顔合わせをする。 楽しく、参加を促すような会合を運営する（例会、

理事会会合、クラブ協議会など）。
「標準ロータリークラブ定款」と「推奨ロータリーク
ラブ細則」に目を通し、クラブの方針と手続きを把
握する。

クラブから国際ロータリーへの報告要件が守られ
るようにする。会員情報の変更は30日以内に報
告するよう幹事に促す。

クラブ役員や委員長と協力して、クラブの定款と
細則を更新する。

ガバナーとガバナー補佐の訪問に備える。 

クラブの財務管理を監督し、RI人頭分担金が速
やかに納入されるようにする。
地区研修・協議会への出席を会員に奨励する。

クラブ活動に伴うリスクを最小限に抑えるための
危機管理をする。
ロータリーのロゴがクラブで適切に使われるように
する。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/contact/reps
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「My	ROTARY」を使いこなす
Rotary.orgからMy ROTARYにログインすると、最新のレポートや情報、ロータリーの手続
き（会員情報の変更や役員の報告、人頭分担金の支払いなど）をインターネット上で簡単か
つ効率的に行えます（ログインするには、まずアカウント登録をする必要があります）。My	
ROTARYには、さらに、以下のような機能もあります。	　

•	自分のプロフィール（自己紹介のページ）を作る
•	フォーラムのディスカッションに参加したり、新たにディスカッショングループを立ち上げ
る

•	クラブの奉仕プロジェクトのボランティア、協力クラブ、寄付、寄贈物資を募る
•	My	ROTARYホームにある注目のリンク、お知らせ、新着情報、メッセージボックス
•	会長としての役割に備えるためのラーニングセンターやウェビナー
クラブの運営に必要な情報やリンクは、ウェブサイト上部メニュー「運営する」からご利用い
ただけます。 

「運営する」＞「クラブの運営」から利用可能な機能やレポートの例：

•	個人情報の変更
•	クラブ情報の更新	
•	会員データの更新（追加、変更、削除）
•	ニュースレターの受信申込み

自分のロータリ
ープロフィール 

（自己紹介） 
ページなど

奉仕プロジ
ェクトの 
アイデアを 
見つける

参考資料
や情報、 
ロータリー
研修資料 

クラブ用ツール、 
レポート、書式

ロータリー関連の
ニュースとお知らせ 

ほかのロータリアン
とコミュニケーショ
ンできるメッセージ
機能

http://www.rotary.org/myrotary/ja
https://www.rotary.org/myrotary/ja/exchange-ideas/groups
http://ideas.rotary.org/
http://www.rotary.org/myrotary/ja
https://www.rotary.org/myrotary/ja/manage
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•	公式名簿の検索
•	ロータリークラブ・セントラルの目標と各種レポート（詳細はこちら）
•	クラブ役員レポート
•	クラブの未納額に関するレポート（毎日更新）
•	寄付と認証に関する各種レポート
•	シェア指定寄付レポート／ポリオプラスレポート
•	寄付者履歴レポート
会長と幹事は、上記の機能や情報へのアクセス権をクラブの役員に与えることができま
す。次年度役員の情報は、必ず2月1日までにMy ROTARYから報告してください。新役員
の報告は、「クラブの運営」のセクションから簡単に行うことができます。

ロータリークラブの基準　
国際ロータリー理事会は、以下の通りクラブの最低基準を定めました。

•	他からの援助なしに国際ロータリー人頭分担金と地区賦課金を納入する
•	定期的に会合を開く
•	会員が『The Rotarian』誌（英文）またはロータリー地域雑誌（日本は『ロータリーの
友』誌）を購読する

•	地元や海外の地域社会のニーズに取り組む奉仕プロジェクトを実施する
•	ガバナー、ガバナー補佐、またはRI役員の訪問を受け入れる
•	クラブ所在国で適切とされる賠償責任保険に加入する
•	RI定款、RI細則、ロータリー章典に相反しないやり方で活動する
•	クラブ会員情報の変更および次年度役員の情報を、期日内にロータリーウェブサイト
（www.rotary.org）上で更新するか、data@rotary.orgにEメールで通知する

•	クラブ内部の論争を友好的な方法で解決する
•	地区との協力的な関係を維持する
•	国際ロータリー、ロータリー財団、協力財団、ロータリー国際事務局を相手に訴訟を起こ
したり、訴訟を継続したりしないことで、RIに協力する

•	国際ロータリー細則に定められた選挙審査プロセスに従う
上記の基準は、クラブの成功への第一歩にすぎません。ガバナー補佐と協力し、クラブの
力を最大限に発揮できる運営態勢を整えましょう。

クラブ管理運営委員会
管理運営面での具体的な責務はクラブ管理運営委員会が担当します。クラブは、この委員
会の具体的責務を定め、これを細則に反映させることができます。必要に応じて小委員会
を設置することも可能です。

幹事と会計をこの委員会のメンバーとして任命しましょう。クラブのリーダーシップチームの
一員となる委員長は会長が任命します（第3章を参照）。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/13011
https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/13301
http://map.rotary.org/ja/secureselfservice/Pages/ClubOfficerDetails.aspx
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/constitution-rotary-international
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/bylaws-rotary-international
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/rotary-code-policies
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クラブ管理運営委員会の責務（例）

•	例会出席の記録において幹事を援助する
•	クラブの会員情報を記録し、変更を国際ロータリーに報告する
•	会費の徴収において会計を援助する
•	興味深くて充実した例会を企画する
•	会員が参加できる親睦行事を企画する
•	ニュースレターやウェブサイトを通じて会員に情報を伝える

会合はアイデアとネットワークを広げる
機会
例会をはじめ、クラブや地区の会合、国際レベルの会合は、会員同士の交流を通
じてネットワークやアイデアを広げられる機会です。ロータリー国際大会、地区研
修・協議会、地区大会など、クラブの枠を超えた会合にも積極的に出席するよう、
会員に奨励しましょう。

会長の重要な役割の一つに、理事会会合の実施があります。この会合で、新会
員の入会やクラブの運営方法など、クラブ全体にかかわる決定を行うほか、活動
報告や懸念に関する話し合いを行うこともできます（第3章を参照のこと）。会長
として、年度の初めに理事会への期待事項を明確に伝えておきましょう。

補遺2「ロータリーの研修行事」もご参照ください。

充実した例会を
多くの会員にとって、ロータリーでの時間を最も多く過ごすのが例会です。例会
では、互いの近況や地元地域の問題を話し合ったり、クラブの活動やプロジェク
トを計画したり、ロータリーの最新情報を学びます。会員としての誇りを培い、地
元や海外の問題への意識を高め、「出席してよかった」と思えるような例会を実
施しましょう。ロータリーの動画、ロータリー・フォトライブラリの写真をスライドシ
ョーにして上映するなど、地元や世界でのロータリーの活動成果を紹介するのも
一案です。

例会のプログラムを計画する際には、クラブ管理運営委員会に協力してもらい、
画期的なアイデアを取り入れて、楽しく、興味深い例会にしましょう。

ロータリーという名
の由来

「ロータリー」という名
は、初期の例会で会員
の職場を持ち回り（輪
番）で使っていたことに
由来します。会員の職場
を使うというアイデアは、
例会出席への関心を高
め、職業人としてのロータ
リアンの誇りを養うため
に、現在も有効な方法と
言えるでしょう。

ロータリー の特別月
間をご 存じで す か？ 

「 会員増 強・新クラブ
結成推進月間」（8月）、 

「ロータリー財団月間」
（11月）、「ロータリー親
睦活動月間」（6月）など、
特別月間に沿ったテーマ
で例会を行うこともぜひ
ご検討ください。詳しくは
ロータリー年間予定表を
ご参照ください。

http://vimeopro.com/rotary/rotary-videos
http://images.rotary.org/netpub/server.np?quickfind=&catalog=catalog&site=Rotary&template=search.np
https://www.rotary.org/myrotary/ja/calendar
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工夫をこらした例会議題の例
第1週：通常の例会 第2週：アフターファイブの例会
• 来賓の紹介

• 会長からのお知らせ

• 会員紹介：毎回一人、職業や家族、趣味など
について話す

• 卓話あるいは実施中・計画中の活動の現状
報告（成果、会員の参加方法、実施スケジュ
ール、地元市民の参加、広報の方法など）

• そのほかの話し合い

• 閉会の挨拶

• 来賓の紹介

• 通常の例会とは違う場所と時間に集合（例：
会員の自宅、レストランなど）　

• 卓話または地元の人たちを招いてのディスカ
ッション

• 軽食や飲み物をとりながら今後の活動案を話
し合う

第3週：話し合いを中心とした例会 第4週：友人・同伴者つき例会

• 来賓の紹介

• 会長からのお知らせ

• 卓話、地元団体の代表者を招いての話し合
い 

• クラブの戦略計画（3年後のクラブのビジョ
ン、現状分析、行動計画など）

• そのほかの話し合い

• 閉会の挨拶

• 友人・同伴者、来賓の紹介

• 会長からのお知らせ

• 同伴者の挨拶やスピーチ、近況や活動の
紹介

• そのほかの話し合い

• 閉会の挨拶
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重要な案件は「クラブ協議会」で
会員が意見を出し合い、大切な事柄を話し合うのに最適な機会が、クラブ協議
会です。多くのクラブは、年に4〜6回の協議会を開いています。	

全会員、特に新会員に出席を奨励しましょう。会長自身、または会長が任命した
会員がクラブ協議会の計画と実施を担当し、会員の関心や懸念に関する話し合
いを通じて、会員の意見を引き出すことが大切です。以下は、クラブ協議会の実
施時期と目的の例です。

開催時期 目的 
地区研修・協議会の直後（7月1日よりも前） 地区研修・協議会で話し合った活動計画を

クラブに提示（会長エレクトが議長を務める）

7月1日の後 年度目標の話し合い
ガバナー訪問の2週間前 ガバナー訪問の準備
ガバナー訪問中 クラブの活動状況についてガバナーとの 

話し合い
年度半ば（1月または2月） 目標に向けた進展の確認と年度後半の 

活動計画を決定
4月または5月 その他の重要案件の話し合い

ガバナー訪問に備える
クラブ訪問は、地区ガバナーの重要な役割の一つです。この訪問は、個々のクラ
ブまたは複数クラブ合同で行われ、地区目標に向けた地区全体の活動について
ガバナーから説明を受けるとともに、クラブの目標、活動状況と成果、懸念など
を話し合う機会となります。

可能であれば、ガバナー訪問とタイミングを合わせて特別行事を開くとよいでし
ょう（加盟認証状伝達式、入会式、新会員オリエンテーション、表彰式、財団寄
付者を招いた夕食会や昼食会など）。

訪問に備えるために

•	目標に向けた進捗を確認しておく。ガバナーへの質問や話し合いたい案件を
考えておく。

•	委員会活動の計画と状況を報告できるよう準備しておく。

選挙
会長は、就任後の6カ月間に、次年度のクラブ役員と理事の選挙を監督します	
（理事会の構成については27ページをご参照ください）。理事会の選出手続き
については、クラブの細則を確認してください。クラブ会員としての義務を果たし
ている人を役員と理事に選ぶべきです。
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年度の初めに役員就任式を開きましょう（役員就任式の内容見本は補遺3をご参照くださ
い）。就任式は、クラブ全体で新しいリーダーシップチームを激励する機会となります。

報告義務
正確なクラブ請求書や役員への関連情報を受け取るために、クラブの正確な情報が国際
ロータリーのデータベースに記録されていることが非常に重要です。全クラブは、以下の項
目を国際ロータリーまたは地区に報告する義務があります。

•	国際ロータリーへの報告
	– 正確なクラブ請求書を事務局から受け取るために、会員情報への変更を7月1日また
は1月1日までに報告する。
	– 新会員と退会者の情報を（入退会から）30日以内に報告する。
	– 次年度の新役員の情報を2月1日までに報告する。例会場所や時間に変更がある場合
も、2月1日までに報告する。
	– 公式名簿に掲載される情報を2月1日までに報告する。
	– ロータリー財団の補助金を利用した場合、補助金の使途について報告する。

•	地区への報告
	– クラブの目標（ロータリークラブ・セントラルから入力）
	– 毎月の例会出席データ
	– 会員増強目標（6月1日までにロータリークラブ・セントラルから入力）

クラブの定款と細則
標準ロータリークラブ定款は、全世界のロータリークラブの基本的なルールを定めたもので
す。定款は、規定審議会が決定した変更を反映して3年ごとに改定されます。また、推奨ロ
ータリークラブ細則は、ロータリーの現行の方針を盛り込んだもので、クラブは独自の文化
や慣習を反映させてこれを修正し、管理運営の指針とすることができます。定期的にクラ
ブ細則を見直し、クラブのニーズに応じて修正しましょう。

クラブ細則を改正するには、会員の票決を経る必要があります。この票決を行う例会の少
なくとも10日前までに改正案を会員に通知し、当日は票決に必要な定足数である3分の1以
上の正会員が出席していることを確認してください。可決には、出席している会員の3分の
2の賛成票が必要です。また、改正は標準ロータリークラブ定款および国際ロータリーの定
款と細則の規定に反するものであってはなりません。

http://www.rotary.org/ja/clubcentral
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/608
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/608
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クラブ細則の改正

反対票

賛成票

定足数：正会員の3分の1
可決：≥ 出席会員の3分の
2以上

例：
正会員総数：63人
出席会員：21人
細則改正に必要な賛成票
数：14人出席会員

財務管理
財務に関する会長の役割には、クラブ資金の監督、適切な資金管理が行われていること
の確認、法律（税金や非営利団体に関する法など）を順守していることの確認などがあり
ます（財務管理のベストプラクティスは補遺4を参照のこと）。

人頭分担金・そのほかの会費
会費の徴収と支払いの手続きを会計と一緒に確認しておきましょう。クラブに所定の方法
がない場合には、新たに決めてもよいでしょう。

クラブ会費：この会費は、毎週、毎月、四半期ごとなど、クラブが決めた頻度で会員が支払
うもので、金額はクラブによって異なります。通常、例会場の費用、食事代、講演者への謝
礼、事務局運営費などがこれに含まれ、毎年度予算に基づいて金額を設定すべきです。

入会金：クラブ細則で入会金を定めておきましょう。入会金は、移籍会員または他クラブに
所属していた元会員とローターアクターを除き、すべての入会者に適用されます*。

地区賦課金：多くの地区は、地区が提唱するプロジェクトや地区の管理運営費を賄うため
に、クラブから人頭賦課金を集めています。賦課金の額は、毎年、会長エレクト研修セミナ
ー（PETS）、地区研修・協議会、地区大会のいずれかで承認されます。

国際ロータリーの人頭分担金：クラブは年に2回、以下の人頭分担金を国際ロータリーに支
払います。

2015-16年度：会員一人あたり27ドル50セント	

2016-17年度：会員一人あたり28ドル**

*		詳細は「標準ロータリークラブ定款」第11条をご参照ください。
**		規定審議会により変更されない限り、2016-17年度よりも後の人頭分担金の額は変わり	
	ません。
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人頭分担金の請求書は毎年7月と1月にクラブに送付されます。半期の途中で入会した会
員については、比例人頭分担金を支払う必要があります（丸1カ月在籍ごとに上記金額の	
6分の1）。

人頭分担金はロータリーの一般運営費となり、国際ロータリーの支援業務やリソース（各言
語の資料と出版物、クラブ・地区・プロジェクトの支援、研修、指針の提供、次期クラブ役
員のための資料、ロータリーウェブサイトなど）にかかる費用を支えています。

そのほかの会費：人頭分担金のほかに、『The	Rotarian』誌購読料（購読者がいる場合）、
規定審議会費用、その他の費用を国際ロータリーに支払う必要があります。 

クラブ請求書
クラブ請求書が、7月と1月にクラブ幹事に送られます。この請求書は、7月1日と1月1日まで
にクラブが国際ロータリーに報告した会員情報に基づいています。

入退会者が出た場合、幹事は30日以内に会員情報の変更を行う必要があります。これは、
正確な請求書を受け取るためにとても重要です。請求書に記載された金額を、会長・幹
事・会計のいずれかがMy	ROTARY（www.rotary.org/myrotary/ja）の「運営する」→「ク
ラブの運営」からクレジットカードで支払うか、国際ロータリー日本事務局の口座にお振込
みください。	

クラブ請求書には、比例人頭分担金と『The	 Rotarian』誌（英文）の購読料も含まれてい
ます（『ロータリーの友』誌の購読料はこの請求書には含まれていません）。また、7月の請
求書には、規定審議会費も含まれています。

請求書を受理したら、できるだけ速やかにお支払いください。人頭分担金の滞納は、クラブ
の加盟終結につながったり、「納入義務を果たしていないクラブ」としてロータリーのリソー
スが活用できなくなる可能性があります。

加盟の終結と復帰
人頭分担金とそのほかの納入金が滞納となっているクラブは、クラブ請求書の発行日から
4カ月後に加盟が終結されます。また、ロータリー財団からの資金を会員が誤用・悪用した
場合にも、クラブの加盟が停止または終結となる可能性があります。

終結：1月と7月の請求書の発行日から4カ月後に国際ロータリーへの人頭分担金やそのほか
の会費が未納となっているクラブは、加盟終結となります。終結から150日以内に未納金全
額を納入しなかったクラブは、当初の加盟身分を失い、復帰する資格がなくなります。

復帰：加盟終結となったクラブが復帰するには、終結から150日以内に、国際ロータリーへの
未納金全額と会員一人につき30ドルの加盟復帰料を納入する必要があります。復帰の際に
は、正確な会員データの記録として、その時点での会員リストを提出する必要があります。

会員身分の終結：支払期日から30日以内に会費を支払わなかった会員には、幹事が連絡
を取って支払いを要請するとともに、支払期限と金額を書面で通知すべきです。この通知
の発行日から10日以内に会費が支払われなかった場合、理事会が同意すれば、この会員	
身分を終結とすることができます。ただし、この会員が復帰を請願し、クラブへの未納額を
全額支払った場合、理事会はこの会員を復帰させることができます。
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税金
クラブが政府機関に提出すべき税金関連の書類があるかどうか、調べておきま
しょう。税金に関する必要事項については、地区財務委員会かガバナー補佐に
問い合わせてみることをお勧めします。

募金活動（ファンドレイジング）
地元のニーズや海外の恵まれない地域のニーズに応えるプロジェクトや活動をク
ラブで実施する場合、そのための資金を募金行事で調達することもできます。

ロータリーの信頼性を損なわないよう、資金の透明性を保つことが大切です。以
下のベストプラクティスをクラブで取り入れてください。	

•	募金の収益を申告する。
•	募金行事の予告や広報をする際には、集まった資金の使い道を明確に伝える
（地元クラブや地区による活動、ロータリー財団、あるいはその他の団体によ
る活動など）。

•	募金での寄付が課税控除の対象となる場合、寄付者に対して領収証を発行
する。

•	ロータリー財団への寄付は、国際ロータリーへの支払いとは別に送金する。
クラブの基金：クラブが独自に基金を設置する（または既に設置している）場
合、法律が守られているかどうかを確認しましょう。関連する法律や税金につい
て税理士や弁護士と相談することをお勧めします。ご質問はクラブ・地区支援担
当室職員にお問い合わせください。

リスク管理
クラブに起こりうるリスクを最小限に抑え、会員と活動参加者を守ることが重要
です。活動や行事を計画する際には、以下の点について考えておきましょう。

•	どのような事態が起こりうるか。
•	恐れていた事態が起きた場合、会長またはクラブとしてどのように対応すべ
きか。

•	損害が生じた場合、その賠償金をどう支払うか。
リスクが高い場合、以下の方法でその可能性を減らすことができます。

•	行事や活動を中止する。
•	リスクが最小限となるよう、行事や活動の内容に変更を加える。
•	起こりうる問題への対応策を立てておく。
•	行事や活動で協力する他団体を探す際に、リスクを共同で負うことに同意し
てもらう。

握手や口約束で物事を取り決めるやり方は一般的に行われていますが、ロータ
リーでは、極力、署名や捺印の入った文書を交わすことが奨励されています。契

募金活動に関する詳細
は「クラブを成功に導く
リーダーシップ：会計編」
を、募金行事の計画方
法については「クラブを
成功に導くリーダーシッ
プ：奉仕プロジェクト委員
会編」をご参照ください。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/contact/reps
https://www.rotary.org/myrotary/ja/contact/reps
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/519
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/519
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/540
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/540
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/540
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/540
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約書や同意書には、各当事者の役割と責務を明確に記載し、リスクを回避する
ための規定を盛り込むことをお勧めします。契約書や同意書を作成する際は弁
護士に相談し、署名・捺印する前に必ず全文を読みましょう。賠償請求があった
場合のために、法的な文書は行事の後も数年間は保管しておきましょう。 

賠償責任から身を守る方法について、弁護士や保険専門家に相談することをお
勧めします。この方法には、クラブ（あるいは活動）の法人化や賠償責任保険へ
の加入などが考えられます。詳細は「手続要覧」をご参照ください。 

財務管理と危機管理の
ベストプラクティスは補
遺4をご参照ください。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/468
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考えてみよう

クラブの管理運営面でのあなたの目標は何ですか。

クラブの管理運営に関して、次年度に取り入れようと考えている新しいアイデアや方法がありますか。

ガバナー訪問の準備にあたって、会員にどのように協力してもらいますか。
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補遺 2

ロータリーの研修行事
ガバナーエレクトが招集する地区の研修会

研修会／開催時期 目的 企画者 資料
地区チーム研修	
セミナー

2月

ガバナー補佐と地区委員長
が各自の役割と責務を理解
し、地区目標と地区リーダー
シップ・プランを立てる

地区研修委員会 研修リーダー用：地区チー
ム研修セミナー指導者用
手引き

参加者用：地区を成功に導く
リーダーシップ（ガバナー補
佐編と委員会編）

会長エレクト研修	
セミナー（PETS）

2月または3月

クラブ会長エレクトが、会長
としての責務を理解し、ガバ
ナー補佐とともに年度目標
を立てる

地区研修委員会 研修リーダー用：会長エレク
ト研修セミナー指導者用
手引き

参加者用：クラブを成功に導
くリーダーシップ：会長編

地区研修・協議会

3月～5月 
（PETSの後）

会長エレクトがPETSで学ん
だことを土台に、さらにリーダ
ーシップのスキルを伸ばす。
ほかの次期クラブリーダーが
各自の役割を理解する。クラ
ブのリーダーシップチームが
次年度のクラブ目標を練り
上げる

地区研修委員会 研修リーダー用：地区協議
会指導者用手引き

参加者用：

クラブ役員キット： 
 会長 
 幹事 
 会計 
 委員会

地区会員増強	
セミナー

4月または5月 
（地区研修・協議会の後）

クラブ会長、クラブ会員増
強委員長、関心のあるその
他のロータリアン、地区リー
ダーが、クラブの会員増強と
維持の方法を学ぶ 

地区会員増強委員会 研修リーダー用：地区会員増
強セミナー指導者用手引き

参加者用：地区により決定

補助金管理セミナー

地区により決定 

クラブ会長エレクト（または
クラブが指定した代理人）
が、ロータリーの補助金の
適切な管理方法を学ぶ。 
このセミナーへの出席は、ク
ラブがグローバル補助金を
申請するための条件となっ
ている）

地区ロータリー財団委員
長、補助金小委員会委員
長、地区研修委員会

研修リーダー用：補助金管理
セミナー指導者用手引き

参加者用：補助金管理の
手引き
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ガバナーが招集する地区の研修会

研修会／開催時期 目的 企画者 資料
地区ロータリー財団	
セミナー

7月～11月 

クラブのロータリー財団委
員長と、関心のあるそのほ
かのロータリアンが、財団と
ロータリーの補助金につい
て学ぶ

地区ロータリー財団委員
会、地区研修委員会、ロータ
リー財団地域コーディネー
ター

研修リーダー用：地区ロータ
リー財団セミナー指導者用
手引き

参加者用：地区により決定

指導者育成プログラム

クラブにより決定

クラブ会員がロータリーと仕
事の両面で役立つリーダー
シップのスキルを伸ばす

クラブ研修リーダー、クラブ
会長、ガバナー補佐、地区
研修委員会

研修リーダー用：指導力育
成：プログラムを始めるため
の手引き

参加者用：クラブまたは地区
が作成した資料

地区指導者育成セミナー

地区大会の直前または直後 

現・元クラブ会長、および3
年以上クラブの役職を務め
たその他のクラブリーダー
が、ロータリーでリーダーシッ
プを発揮する機会について
学ぶ

地区研修委員会 研修リーダー用：地区指導
者育成セミナー研修リーダ
ー用手引き

参加者用：地区により決定

地区大会

地区研修・協議会、ロータリ
ー研究会、国際協議会、ロ
ータリー国際大会の開催期
間以外

地区の全ロータリアンが集
まり、意欲を促進する講演を
聞き、クラブと国際ロータリ
ーの重要な事柄について話
し合う

地区研修委員会 研修リーダー用：地区大会
の手引き

ローターアクト地区指導者
講習会

クラブの選挙後、6月30日
まで 

ローターアクトクラブの次期
リーダーと会長、ローターア
クター、関心のあるその他の
ロータリアンや一般の人び
とが、ローターアクトについ
て学ぶ

地区ローターアクト代表 研修リーダー用：地区ロータ
ーアクト代表の手引き
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補遺 3

クラブ役員の就任式
以下は、新役員の就任式の流れ（見本）です。必要に応じて内容を修正し、クラブにふさわしい就任式を
実施しましょう。

1.	 退任する会長による挨拶

2.	 退任する役員と理事への謝辞

3.	 任期を継続する理事と役員への謝辞

4.	 新会長の就任

会長による宣誓

私、            , 

は、当      ,

ロータリークラブの会長として、力の及ぶ限り、実務を重んじ、クラブの定款と細則に則って、任務に当
たることを誓います。

5.	 退任する会長への元会長用襟ピンの贈呈

6.	 新役員と新理事の就任

役員と理事による宣誓

私、            , 

は、任じられた役割と責務をここに受諾、理解し、クラブの発展のために力を尽くすことを誓います。

7.	 各委員長の紹介

8.	 小槌の引継ぎ

退任する会長

ここに新役員と新理事の就任を宣言し、新たに会長となった 

        君に、

クラブ運営の象徴である小槌を渡します。

9.	 新会長による挨拶
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補遺 4

財務管理と危機管理チェックリスト 
透明性と信頼性を高め、ビジネスの標準的慣行に従ってクラブの財務を管理するために、以下のチェックリ
ストをご利用ください。会計や危機管理を専門とする会員または公認会計士と相談して、適宜、以下のベス
トプラクティスを取り入れましょう。

財務管理
•	義務づけられている場合は、クラブを官庁に登録する。
•	法律で義務づけられている場合は、クラブの確定申告をする。
•	クラブの銀行口座を適切な形で開設し、各口座につき（引き出しを承認する）2名の署名人を任命する。
•	クラブ資金の取り扱いに関する手続きを定める。
•	予算を作成し、それに従う。
•	ロータリー財団への寄付と国際ロータリーへの人頭分担金をクラブから送金するための手続きを定める。
•	次年度役員の氏名と連絡先（Eメールアドレスを含む）を国際ロータリーに報告する手続きを定める。
•	非営利団体（寄付、会費など）に関する法律を守る。
•	クラブ資金の管理にかかわっていない公認会計士に、年次財務報告書の監査を依頼する。
•	適切な財務管理方法について役員を教育し、次期役員への引き継ぎが適切に行われるようにする。

危機管理
•	最悪の事態を想定し、対応方法や賠償方法を考えておくことで、法的責任のリスクを抑える。
•	適切であれば、書面による契約書を交わすようにし、契約書作成にあたっては弁護士に相談する。契約
書と関連文書は適切に保管しておく。

•	予期せぬ事態に備え、クラブの行事と活動にあたって特別な賠償保険に加入するかどうかについて弁護
士または保険専門家に相談する。
	– 地元の保険専門家と相談した上で、活動と運営をカバーする賠償責任保険にクラブが加入している
ことを確認する。



25 クラブのマネジメント

メモ





27 会長のリーダーシップ

職業人としての豊かな経験と知識、地元地域での人脈をもつロータリアンは、率先して地
域の問題や社会問題に取り組んでいます。また、世界的ネットワークの一員として、ロータリ
ーの国際的な取り組みにも参加します。

リーダーシップを発揮して、会員の意欲と才能を最大限に引き出しましょう。広報や会員増
強などの分野においては、地区リーダーと国際ロータリーからのサポートも活用できます。

あなたの役割：リーダーシップ
会長エレクトとして 会長として
会員の才能・知識・経験に基づいて各委員会の委員長
を任命する。

クラブと地区リーダーの間で明確なコミュニケーションが
行われるようにする。クラブ内で情報の周知を図る。

次年度のリーダーシップチームを編成し、協力態勢を整
える。

リーダーシップチームや会員の努力や功績を称える。

クラブを支援する地区の役割を理解する。 目標達成に向けた会員のモチベーションを高める。

クラブと委員会の継続性を図る。 全会員の声に耳を傾け、会員のニーズが満たされるよう
にする。

リーダーシップチームとの協力　
目標に向けた行動計画を次年度に実行に移していくのは、リーダーシップチームです。こ
のため、目標と行動計画についてチームのコンセンサスを得ておくことが大切となります。
また、会長として会員のモチベーションを高めるという重要な役割に専念できるよう、会長
の責務の一部をチームに委任することも必要です。チームが次年度の役割に備えられるよ
う、地区で実施される研修への出席を奨励しましょう（補遺2「ロータリーの研修行事」を
ご参照ください）。

理事会 
理事会は、会長、副会長、会長エレクト（会長エレクトが未選出の場合は会長ノミニー）、幹
事、会計、直前会長、ほかの会員（クラブ細則で規定）で構成されます。

第3章 

会長のリーダーシップ

指導力育成
D e v e l o p m e n t プログラムを始めるための手引き

クラブのリーダーを育成
するために、ワークショッ
プや研修会を実施しまし
ょう。「指導力育成：プロ
グラムを始めるための手
引き」をご参照ください。 

https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/567
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/567
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/567
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理事会は、クラブ全体にかかわる事柄を管理し、クラブ目標の達成に向けて会
長と密に協力します。会長が理事会の定例会合を運営します。理事会会合では、
新しいアイデアの検討、クラブに関する決定、活動状況の評価などを行います。
理事会には以下の責務があります。

•	各役員と委員会の仕事が滞りなく行われていることを確認する。　
•	クラブの毎月の財務報告を確認する。
	– クラブの運営と活動に必要な現実的な予算が組まれていることを確認
する。
	– 予算に含まれていない全支出項目を承認する。

•	推薦された候補者の入会を30日以内に承認または拒否し、推薦者にその決
定を通知する（幹事が推薦者に連絡）。

•	クラブの方針に従ってクラブ運営が行われていることを確認し、現行の運営に
もはや適用されない方針を修正する。

•	新会員と現会員にとって魅力あるクラブとなるための新しいアイデアの導入を
検討する。

•	クラブの活動目標を立てるために、地元地域や海外のニーズを調べる。 

日々の運営業務は幹事が担当します。幹事の責務については「クラブを成功に
導くリーダーシップ：幹事編」をご参照ください。	

幹事とともに、クラブの会員増強活動の進展をロータリークラブ・セントラルで時
々確認しましょう。年度末には、幹事と協力して1年間の活動成果や目標の達成
状況をロータリークラブ・セントラルに入力してください。

会計は、クラブの会計管理を担当し、予算作成にも携わります。会計の責務につ
いては「クラブを成功に導くリーダーシップ：会計編」をご参照ください。

クラブの各種委員会は、クラブの年度目標と長期目標の達成に向けた活動とプ
ロジェクトの計画、推進、実施に当たります（次頁を参照）。目標達成とリーダー
育成のために委員会と協力しましょう。

会場監督の責務は、例会やその他の会合が滞りなく行われるよう監督すること
です（会場内の案内やゲストの歓迎など）。

クラブのリーダーシップチ
ームには、理事会メンバ
ーに加え、クラブ研修リ
ーダー、会場監督、各委
員会の委員長が含まれ
ます。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/547
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/547
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/519
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クラブの委員会
クラブの各委員会は、それぞれ担当する分野について年度目標を立て、その達成
に向けて活動します。会長は、全委員会の活動を監督します。

以下は、クラブで設置が推奨されている委員会です。

•	クラブ管理運営委員会（第2章）
•	会員増強委員会（第4章）
•	広報委員会（第5章）
•	ロータリー財団委員会（第6章）
•	奉仕プロジェクト委員会（第7章）
必要に応じて委員会を追加したり、小委員会を設置したりできます。委員会構成
の例は補遺5をご参照ください。

委員長の人選
職業や関心、才能に基づいて委員長を任命します。委員会の活動は複数年にま
たがることも多いため、任期を複数年にしたり、再任したりして継続性を図るこ
とができます。各委員長は、その委員会で以前に委員を務めた経験をもつ人を選
びましょう。

委員長の研修
該当する委員会の手引きを各委員長に渡してください。地区研修・協議会への
出席を委員長に奨励しましょう。

委員会との協力
委員会がその力を最大限に発揮できるよう、会長として支援し、積極的な活動を
奨励しましょう。

•	各委員会の行動計画を確認し、活動状況について定期的に話し合う。
•	委員会同士がアイデアや活動状況をシェアできる場や手段を設ける。
•	新しいことに挑戦するよう、委員会のモチベーションを高める。

会員の教育
ロータリーでの活動に役立つさまざまな手段、情報、資料をフル活用するよう、
会員に奨励してください。My ROTARYにある「ラーニングセンター」（learn.
rotary.org）では、ロータリアンならどなたでも、ロータリーのさまざまなトピック
について学ぶことができます。

会員の研修（新会員オリエンテーション、青少年の保護に関する研修、リーダー
育成など）は、会長が任命するクラブ研修リーダーに担当してもらいましょう。ク
ラブ研修リーダーがリーダーシップチームや地区リーダーと協力して、会員に役立

委員会構成を変更する
ためにクラブ細則を修正
することについては、第2
章をご参照ください。

http://learn.rotary.org
http://learn.rotary.org
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つ情報豊かな研修計画を立てることが重要です。ロータリーの研修行事のスケジュールは、
補遺2をご参照ください。

地区との協力
地区リーダー（ガバナー、ガバナー補佐、委員会、研修リーダー、幹事、パストガバナー）は、
以下のようなさまざまな方法でクラブを支援します。

•	会員増強やプロジェクトについてアドバイスする。
•	共通の問題を抱えていたり、同じようなプロジェクトを実施しているクラブ同士を紹介
する。

•	リーダー育成や奉仕の機会を提供する。
•	方針の変更についてクラブに伝える。
•	ロータリーのプログラム（地区補助金、グローバル補助金、RYLA、青少年交換、ロータ
リー平和フェローシップなど）の調整を図る。

クラブにとって地区の窓口となるガバナー補佐は、年度を通じてクラブを直接支援します。

次年度への引き継ぎ
特に複数年にまたがる活動については、リーダーシップチームの継続性をもたせることが重
要です。円滑な引き継ぎをどのように行うか、チームおよび後任者と相談して決めておきま
しょう。次年度の開始前に後任者にチームの一部役割を担ってもらうことで、就任の準備を
より良く整えられるでしょう。



31 会長のリーダーシップ

考えてみよう

クラブのリーダーシップチームとの協力関係をどのように築きますか。

クラブ目標の達成に向けた会員のモチベーションをどのように高めますか。

将来のリーダーをどのように育てますか。

ガバナー補佐およびガバナーとどのような形で協力しますか。
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補遺 5

クラブ委員会構成の例
ロータリーは5つのクラブ委員会を推奨しています。クラブの関心や活動に応じて、委員会を追加したり削
除したりできます。どのような小委員会が適しているかは、ガバナー補佐またはガバナーと相談して決める
こともできます。

標準的なクラブ

小委員会の例

•	プログラム
•	クラブコミュニ
ケーション
•	ウェブサイト
•	出席
•	親睦

•	勧誘
•	会員維持
•	オリエンテーシ
ョン・教育
•	多様性

•	メディア対応
•	広告・マーケテ
ィング
•	ウェブサイト・
ソーシャルメデ
ィア

•	職業奉仕
•	社会奉仕
•	国際奉仕
•	新世代奉仕
•	奉仕活動資金
調達

•	ポリオ
•	ファンドレイジ
ング（寄付推
進）
•	補助金

クラブ管理運営	
委員会

会員増強委員会 広報委員会
奉仕プロジェクト

委員会
ロータリー財団	
委員会
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規模の大きいクラブ

小委員会の例

•	プログラム
•	クラブコミュニ
ケーション
•	ウェブサイト
•	出席
•	アーカイブ・	
資料保存
•	親睦
•	ロータリーファ
ミリー
•	会場監督

•	勧誘
•	会員維持
•	オリエンテーシ
ョン
•	教育
•	メンター指導
•	会員傾向の分
析と会員増強
計画
•	多様性
•	学友

•	メディア対応
•	広告・マーケテ
ィング
•	特別イベント
•	渉外
•	ウェブサイト・
ソーシャルメデ
ィア

•	職業奉仕
•	社会奉仕
•	国際奉仕
•	新世代奉仕
•	奉仕活動資金
調達
•	個々のプロジェ
クトの実施委
員会

•	資金管理
•	奨学金
•	職業研修チ
ーム
•	地区補助金
•	グローバル	
補助金
•	ポリオ
•	ファンドレイジ
ング（寄付推
進）

規模の小さいクラブ

クラブ管理運営	
委員会

会員増強委員会 広報委員会
奉仕プロジェクト

委員会
ロータリー財団	
委員会

クラブ管理運営	
委員会

会員増強委員会 広報委員会
奉仕プロジェクト

委員会
ロータリー財団	
委員会
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メモ



35 会員基盤の発展

地元や海外での奉仕活動、ロータリー財団の支援、将来のリーダー育成…。どの場面でも、
一番大切なのは、その担い手となる会員です。活動熱心な会員を中心に、充実したクラブ
が築かれ、会員基盤も発展していきます。

会員基盤を考えるとき、もう一つ大切な要素は「多様性」です。クラブの会員構成は、地元
の職業人口や文化的特徴を映し出していますか？多様な会員が集まっていれば、その多様
性に惹かれて入会希望者も増え、幅広いスキルと経験を活動に生かし、互いに成長し合え
る環境ができるでしょう。

あなたの役割：会員増強と勧誘
会長エレクトとして 会長として
会員増強委員を任命し、顔合わせをする 自らが率先して新会員を推薦する
クラブの会員組織の現状を確認し、分析する 会員の積極的なクラブ参加を促せるように、各委

員会の活動を調整する
ロータリークラブ・セントラルで次年度の会員増強
目標を設定する（地区目標に沿ったものとする）

クラブ協議会で入会への魅力を高める方法を検
討する

入会への魅力を高め、現会員の積極的参加を促
す新しい方法を検討する

地元の職業や文化を反映した会員構成を目指す

あらゆる段階にある会員（新会員、現会員など）を
対象とした研修を実施する

新会員の推薦者を表彰する

近隣地域で新クラブ結成の機会を模索する 会員の貢献を表彰する 
クラブの行事や活動など、学友と協力する機会を
探る

方針・手続きを見直す（柔軟性をもたせ、現代の職
業人にふさわしい内容にする）

クラブ会員増強委員会
会員基盤の強化は、ロータリー戦略計画の目標の一つです。この活動において中心的な役
割を果たすのがクラブ会員増強委員会です。委員会は主に、会員の勧誘、維持、研修にあ
たり、クラブの事情よってはほかの活動も担当します（委員会構成の例は補遺5をご参照

第4章

会員基盤の発展

会員増強ガイド
地域に合った計画を立てよう

アイデアを広げる:www.rotary.org/ja/membership

会員増強については、会
員増強ガイド：地域に合
った計画を立てようをご
参照ください。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/about-rotary/strategic-plan
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/573
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/573
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/573
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ください。詳しい責務はクラブ細則で規定のこと）。委員会と定期的に連絡を取
り、目標達成に必要な戦略を話し合いましょう。

委員として適格な人

•	さまざまな業界・分野に知り合いのいる人
•	会員が満足できるクラブづくりに関心のある人
•	人づきあいの上手な人
•	ロータリーに造詣の深い人
委員会の主な責務

•	ロータリークラブ・セントラルでクラブ会員増強目標の進捗を確認する
•	入会への魅力を高め、現会員の積極的参加を増やすことの重要性を強調する
•	職業分類調査を行い、地元に存在するがクラブにまだない職業に焦点を当
てる	

•	会員の積極的参加を促す方法を検討する。また、幅広い年齢層から男女比の
バランスの取れたクラブを目指す	

•	会員へのアンケート調査を行い、その回答に基づいて変更を取り入れる
•	クラブ評価ツールを使ってクラブの現状を確認する	
•	新クラブの結成を支援する（スポンサークラブになる）

はじめてみよう：5つの試み
1.	ダイナミックな例会プログラムを企画し、誰もが参加しやすい雰囲気を
つくる

2.	会員に役割や係を割り当て、専門知識・才能を生かす機会、新しいスキ
ルを学ぶ機会をつくる	

3.	全員が参加しやすい例会時間をあらためて検討する（朝またはアフター
ファイブなど）

4.	家族で参加できる行事を計画する	

5.	若い職業人にロータリーを体験してもらう（ボランティア活動や交流会
に招く）

会員増強・新クラブ結成
推進月間（8月）と青少年
奉仕月間（5月）に、特別
な行事や活動を企画しま
しょう。
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まずはクラブの現状把握から 
クラブ会員増強委員会と協力し、クラブ評価ツールを使ってクラブの現状を確認
しておきましょう。現状を踏まえて会員増強目標を立て、この目標をロータリーク
ラブ・セントラルに入力してください。

おさえておくべきこと：

•	クラブの長期的な会員増強目標（3年後、5年後のクラブ像は？）
•	クラブの過去5年間の会員傾向（会員維持率、新会員の数、会員の職業・性
別・年齢構成など）

•	定期的に職業分類調査を行い、地元に存在するがクラブにまだない職業を見
つける

•	ガバナー、ガバナー補佐、地区会員増強委員長、ロータリーコーディネーターか
らアドバイスを得る

•	地区会員増強セミナーへの参加を奨励する
•	クラブ独自の文化が時代に即したものかどうか見直す（現会員と入会見込者
にとって魅力あるクラブとなるために、必要な変化を取り入れる）

会員傾向を分析し、会員増強目標を立てたら、行動計画も立てましょう。計画に
あたっては、ロータリーコーディネーターから情報やアドバイスを得ることをお勧め
します。

会員の「多様性」に注目する
多様な会員が集まるクラブほど、クラブでの体験が味わい深いものとなるでしょ
う。また、奉仕プロジェクトでも、それだけ幅広い経験や知識を活用した、地域
社会への貢献が可能となります。

年齢、性別、職業分野から見たクラブの会員構成は、地元地域の特徴を忠実に
反映したものとなっていますか？まずは、アンケート調査や評価書を使ってクラブ
の会員構成を調べ、さまざまな会員の集まるクラブづくりを目指しましょう。

ロータリーでは、性別、人種、民族、信条、国籍を理由に入会を制限することは禁
じられています。詳しくは国際ロータリー細則をご参照ください。

会員増強を主題としたウ
ェビナーの登録または録
音ビデオはwww.rotary.
org/ja/webinarsから。

ニュースレター「会員増
強詳細報告」を定期受
信したり、Rotary.orgのフ
ォーラムに参加すること
でも会員増強のヒントが
得られます。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/618
http://www.rotary.org/ja/clubcentral
http://www.rotary.org/ja/clubcentral
http://www.rotary.org/myrotary/ja/coordinators-advisers
http://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/webinars/upcoming
https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/webinars/on-demand
https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/webinars/on-demand
https://www.rotary.org/myrotary/ja/newsletters-0
https://www.rotary.org/myrotary/ja/newsletters-0
http://www.rotary.org/myrotary/ja/exchange-ideas
http://www.rotary.org/myrotary/ja/exchange-ideas
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入会への魅力を高める
新会員が入会すると、新しいエネルギーやアイデアがもたらされ、地域社会のた
めに奉仕する力も倍増します。また、新会員は将来のロータリーリーダーとなる可
能性もあります。クラブの発展には、新会員を集めることが非常に重要です。

会員増強委員会と協力して行うべきこと	

•	地元で関心の高い問題に取り組む。奉仕活動に画期的なアプローチを取り入
れてみる。	

•	ソーシャルメディアや地元メディアを通じて、クラブの活動が地元地域に与え
ている影響を紹介する。

•	クラブにまだない職業分類の人びとを対象に、ロータリーを紹介する。

•	ロータリー学友にも働きかける。

•	入会見込者をクラブの行事や奉仕活動に招く。	

ロータリーのラーニングセンター（Rotary.orgから利用可）から利用できる「ロー
タリー活性化」の資料も併せてご参照ください。

会員の積極的参加が会員増強のカギ
新会員を集めると同時に、現会員による積極的な参加を促しましょう。例えば、
活発にコミュニケーションを取ったり、リーダー職や役割を任せることで、参加意
欲が高まります。活発でモチベーションの高い会員が多ければ多いほど、クラブ
での活動が楽しくなるでしょう。さらに、そうした会員ほど新しい会員を連れてき
てくれる確立が高いものです。

積極的な参加が促される環境づくりも大切です。クラブ評価ツールを使って、ク
ラブの強みと弱みを発見したり、クラブを辞めてしまった会員に退会理由を聞い
てみるのも参考となります。これらを基に、会員増強委員会とともに改善策を検
討しましょう。

全員に役割を任せるという観点から、新会員にはメンター（指導役）を付けるよ
うにしましょう。新会員がクラブになじみやすくなり、既存の会員もクラブにもっ
と参加する機会を得られます。

会員のモチベーションを高める
以下のようなことが、会員の「やる気」につながります。

•	地域社会やクラブのために貢献するという目標（目標は実現可能なもの
であること）

•	会員やボランティアと交流する機会
•	キャリアに役立つネットワークづくりの機会
•	進展を実感できること
•	活動の努力が認められること

入会式を行って新会員
を歓迎しましょう。入会式
のアイデアは、「新会員
のためのオリエンテーショ
ン」をご参照ください。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/exchange-ideas/club-connections/alumni
http://learn.rotary.org/
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/618
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/572
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/572
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/572
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感謝を忘れずに
会員の貢献を認め、必ず感謝の意を伝えましょう。Rotary.orgと補遺6にあるロ
ータリーの認証・表彰の機会をぜひ利用してください。	

地区が独自に賞・表彰を設けているかどうか、ガバナーまたはガバナー補佐に確
認してみましょう。またクラブが独自に表彰を行うのも一案です。

受賞式や表彰式を行うことで、その場に出席する人びとのモチベーションも高ま
るでしょう。以下のアイデアをぜひご検討ください。

•	ガバナーに表彰してもらう
•	授賞式に家族も招待する
•	受賞の様子を写真に収め、会報で紹介する
•	入会見込者も招く	

学友との関係を大切に
「学友」と呼ばれるロータリープログラム元参加者は、ロータリーを実体験し、そ
の魅力をほかの人に伝えることができる人たちです。プログラム直後にはまだ入
会できないかもしれませんが、将来にクラブへ入会したり、寄付をしてくれる可
能性もあります。こうした学友とのつながりを保つことが非常に重要です。

「学友」と呼ばれるのは、以下のプログラムに参加した人たちです。

•	インターアクト
•	ローターアクト
•	ロータリー青少年交換
•	新世代交換
•	ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）	
•	ロータリー平和フェローシップ
•	ロータリー奨学金	（グローバル補助金または地区補助金）
•	職業研修チーム（VTT）メンバーとリーダー
•	国際親善奨学金
•	大学教員のためのロータリー補助金
•	研究グループ交換メンバーとリーダー
•	ロータリーボランティア
まずは声をかけてみましょう。ロータリーの行事や活動に協力してもらうなど、さ
まざまな方法でつながりを保つことができます。

四 半 期に一 度 発 行さ
れる学友ニュースレター

「Reconnect」を受信し
て、学友関連の情報、イ
ベント、ニュースをチェック
しましょう。

クラブ役員は、地区内の
学友の情報をRotary.
orgで確認できます（氏
名、参加プログラム、連
絡先）。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/give/recognition
https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/learn-topic/awards
https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/learn-topic/interact
https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/learn-topic/rotaract
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/empower-leaders/start-exchange
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/empower-leaders/organize-ryla-event
https://www.rotary.org/myrotary/ja/get-involved/exchange-ideas/peace-fellowships
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/apply-grants/grant-activities
https://www.rotary.org/myrotary/ja/newsletters-0
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学友が参加・協力できること

•	海外のクラブとの架け橋となり、新しい奉仕活動や親睦活動を支援する	
•	ロータリーでの体験談を紹介する（例会での卓話、地元新聞、ソーシャルメデ
ィアなど）	

•	友人にもロータリープログラムへの参加を勧める	
•	プログラム参加者の選考、オリエンテーション、受入れを手伝う
ロータリーに参加し続けることは、学友にとってもメリットがあります。例えば、地
域社会やビジネスのリーダーなど、影響力のある人びととの交流を通じて将来の
キャリアに役立つ知識やスキルを学ぶことができます。このようなメリットを学友
に伝えましょう。 

新クラブのスポンサーとなる
新しいクラブが設立される際、既存のクラブが「スポンサークラブ」となって設立
前後の支援を提供する場合があります。新クラブのスポンサーとなる場合、各会
員に以下のような役割を割り当てましょう。

•	新クラブの結成計画、事務手続きを援助する
•	新クラブの行事や活動の実施を援助する
•	 1年目に、新クラブの状況を随時、ガバナーに報告する
•	最初の2年間は新クラブのアドバイザーとなる	
新クラブ結成に至る経緯はさまざまです。現会員が別の時間や曜日に例会を開
きたい場合、入会候補者が既存クラブの例会時間と都合があわない場合に、新
クラブ結成を検討することができます。

詳しくは、ガバナー、地区会員増強委員会、地区拡大委員会に相談することをお
勧めします。新クラブ結成についてはRotary.orgの「新クラブをつくろう」のペー
ジも併せてご参照ください。

ロータリーEクラブの場
合、例会に関する会長
の責務が異なります。
標準ロータリークラブ定
款、ロータリーEクラブの
基本情報をご参照くださ
い。ご不明な点は、クラ
ブ・地区支援室へお問
い合わせください。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/learn-topic/start-club
https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/learn-topic/start-club
https://www.rotary.org/myrotary/ja/e-clubs
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/632
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/632
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/648
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/648
https://www.rotary.org/myrotary/ja/contact/reps
https://www.rotary.org/myrotary/ja/contact/reps
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考えてみよう

会員の積極的な参加を促すために、どのようなことを行いますか。

新しいアプローチを柔軟に取り入れるために、会長として何ができるでしょうか。

入会への関心を高めるために、何を行いますか。
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補遺 6

ロータリーの賞・表彰
会長賞
国際ロータリー会長が設けた要件を達成したクラブに会長賞が贈られます。毎年要件は異なりますが、多く
の場合、活気あるクラブづくりに関係する要件が含まれています。推薦締切日：3月31日

意義ある業績賞
クラブが行った優れた社会奉仕プロジェクトを地区ガバナーが推薦します。推薦してもらいたいクラブの活
動をガバナーに提出してください。推薦締切日：3月15日

奉仕部門功労者賞
ロータリーの各奉仕部門（クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕）に貢献したクラブ会
員を、会長が推薦します。推薦締切日：随時

そのほかの賞・表彰については、Rotary.org	の「各種賞・表彰」のページをご参照ください。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/learn-topic/awards
https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/learn-topic/awards
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メモ
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学び”の可能性 
を広げるロータリーの 
ラーニングセンター

• コースを受講する

• 参考資料を探す

• 国内外のロータリアンと意見交換する

• 自分のプロフィールを作成し、利用状況を確認する

補助金、ロータリー活性化、戦略計画、会員増強など、 
ロータリーに関するさまざまなトピックに関するコースが 
用意されています

ラーニングセンターについて詳しくは www.rotary.org/myrotary/ja を 
ご覧ください 

https://www.rotary.org/myrotary/en
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第5章

ロータリーの広報

地元や海外で地域社会のために活動するロータリーの原動力は、世界120万人の会員にあ
ります。会員が増え、地域社会からのサポートも増えれば、ロータリーがもっと大きな活動
成果をもたらすことができるでしょう。そのためにはまずロータリーという組織と活動をよく
知ってもらうことが大切です。

ロータリーを紹介するには、会員一人ひとりが重要な役割を果たします。各会員が家庭、職
場、地域社会でロータリーについて話すことから広報が始まるのです。一人ひとりが広報の
一端を担っていることを伝え、必要に応じて支援を提供しましょう。

ロータリーを知らない人に説明する際は、「さなざまな職業や経験をもつ会員が集まって、
地域社会に奉仕する」という、ロータリーの特徴をアピールしましょう。ロータリーへの理解
が深まれば、クラブへの関心が高まり、ボランティアや寄付も集まりやすくなるはずです。	

あなたの役割：ロータリーの広報
会長エレクトとして 会長として
クラブ広報委員を任命し、顔合わせをする メディアに対するクラブのスポークスパーソンとなる

（またはスポークスパーソンを決める）
ロータリークラブ・セントラルで現在の広報活動を
確認する

ビジネスリーダー、市民リーダー、若い職業人、他
団体に、ロータリーの主な活動とクラブを紹介する

活動や行事を計画する際は、メディアの関心を引
くことも考慮に入れる 

地元メディアや他団体との協力関係を築く

ロータリークラブ・セントラルを使って広報目標を立
てる 

家族、知人、同僚にロータリーを紹介する

ロータリーの使命や中核的価値観を表した活動を
紹介する
ソーシャルメディアを活用して行事の広報を行う

547B-JA—(114)

ビジュアルアイデンティティのクイックガイド

概要
このクイックガイドには、視覚的システムの基本的要素（ロゴ、カラーパレット、フォント、アイコン、写
真のスタイルなど）がまとめられています。これらの要素は互いに調和するようにデザインされ、一定の
枠組み内で柔軟に使用できます。これらの要素を組み合わせることで、積極的なリーダーシップ、粘り強
さ、思いやりといったロータリーの特徴を視覚的に訴えることができます。このクイックガイドは、www.
rotary.orgからダウンロードできる詳細なガイドライン資料と合わせてご利用ください。

媒体別ロゴのフォーマット

印刷 .eps spot または cmyk

刺繍 .eps spot または cmyk

シルクスクリーン .eps spot または cmyk

ワード文書（印刷） .png rgb

パワーポイント .png rgb

デジタル 
ウェブサイト 
タブレット／携帯

.png rgb

ロゴ

地域社会のために行動する 
ロータリアンの姿

ひとつとなって活動する 
ロータリアンの姿

象徴的

タイポグラフィ
和文ライセンスフォント 
ライセンスの購入が必要なフォント

欧文ライセンスフォント 
ライセンスの購入が必要なフォント

第一基本フォント

FRUTIGER CONDENSED BLACK
FRUTIGER CONDENSED BOLD 
Frutiger Condensed
大タイトルは太い書体を用いすべて大文字で表現。サ
ブタイトルや見出し等は、必要性と強調の度合いに応
じて太さ、大きさ、大文字と小文字の組み合わせを選
ぶ。その他、二次的ナビゲーションやインフォグラフィ
ック、ロータリーのロゴと組み合わせたり、識別子とし
ても使用できる。

第二基本フォント

Sentinel  Book
Sentinel  bold
Sentinel  black
本文、中見出しや小見出し、キャプションや識別子とし
て使用。

欧文無料フォント 
上記の２フォントが使えない場合 

または購入コストの問題がある場合

第一基本フォント

OPEN SANS CONDENSED
ARIAL NARROW BOLD
Arial Narrow Regular

第二基本フォント

Georgia Regular
Georgia Bold

写真による表現

会員ピン
世界中のロータリアンが共通して身につける襟ピンは、
これまでとデザインの変更はありません。

ゴシック系

中ゴシックBBB／太ゴB101／見出ゴMB31

明朝系

リュウミンL／太ミンA101／見出ミンMA31 

細い書体は本文、キャプションなどに、太い書体は、
タイトル、大見出し、中見出しなどに使う。その他、二
次的ナビゲーションやインフォグラフィック、ロータリ
ーのロゴと組み合わせたり、識別子として使用したり
する場合に、強調の度合いに応じて太さを選ぶ。

OS標準搭載の和文フォント 
上記のフォントのライセンスがなく、 
購入のコストに問題がある場合

MACゴシック系

ヒラギノ角ゴシックW3／ヒラギノ角ゴシック
W6／ヒラギノ角ゴシックW8

MAC明朝系

ヒラギノ明朝W3／ヒラギノ明朝W6

PC

HG Pゴシック／HG P明朝E

上記２書体がない場合は、 
MS Pゴシック／MS P明朝

ウェブサイト用フォント

メイリオレギュラー／メイリオボールド

色

アズール
PMS 2175C 

C99 M47 Y0 K0
PMS 2175U 

C99 M53 Y0 K0
Hex #005daa 
R0 G93 B170

ロイヤルブルー
PMS 286C 

C100 M80 Y9 K2
PMS 286U 

C100 M92 Y9 K2
Hex #17458f 

R23 G69 B143

ゴールド
PMS 130C 

C0 M41 Y100 K0
PMS 129U 

 C0 M35 Y100 K0
Hex #f7a81b 

R247 G168 B27

ロゴ 誇りのシンボル

RotaryMBS-R_PMS-C.eps RotaryMOE-R_PMS-C.eps

RotaryMOE-R_Azure-PMS-C.epsRotaryMBS-R_Azure-PMS-C.eps

RotaryMBS-R_Black.eps

RotaryMOE-R_Rev.eps

RotaryMBS-R_Rev.eps

RotaryMBS-R_Rev-Gold-PMS-C.eps

RotaryMOE-R_Black.eps

クラブ名、地区番号、ゾーン番号、 
プロジェクト名入りのロゴ

ロゴの使用例：１ページ資料の場合

複数ページの例：表紙／背表紙、表ページ／裏ページ

○○○○ロータリークラブ ○○○○ロータリークラブ
以下の仕様に従ってください。
太ゴシック、15級または10.67pt

ロータリーロイヤルブルー
「Rotary」の文字と右端をあわせる

5.0mm

13mm

Club of Evanston○○○○ロータリークラブ ○○○○ロータリークラブ
以下の仕様に従ってください。
太ゴシック、15級または10.67pt

ロータリーロイヤルブルー
「Rotary」の文字と右端をあわせる

5.0mm

13mm

第1239地区 第33ゾーン 第24・32ゾーン 第21b～27ゾーン第1239地区 第33ゾーン 第24・32ゾーン 第21b～27ゾーン

ロータリーの広報に欠か
せないリソースが、ブラン
ドリソースセンターです。
このサイトから、ロゴ、ガイ
ドライン、推進広告、テン
プレートなどをダウンロー
ドしてご利用ください。

https://brandcenter.rotary.org/ja-JP
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP
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クラブ広報委員会
ロータリーを一般の人に紹介し、クラブの活動を計画的に広報していくのがクラブ広報委
員会の役割です。状況に応じて役割を追加または変更し、クラブ細則に盛り込みましょう	
（小委員会の追加など）。	

委員として適格な人

•	活動熱心で、コミュニケーションが上手く、ロータリーとクラブに関する知識が豊富な人
•	 委員長の場合）広報やメディア関係の仕事をしている人、地元メディアとのつながりが
ある人

委員会の主な役割

•	クラブの広報目標の達成に向けた活動に当たる（ロータリークラブ・セントラルの広報の
セクションをご参照ください）

•	ロータリーが提供している広報素材や資料を確認する（ロータリーのブランドリソースセ
ンターなど）	

•	クラブ活動の広報を行う
•	クラブの奉仕活動や行事を計画する際に、メディアの関心を引く方法についてクラブに
アドバイスする

•	入会見込者の関心を引くような広報を検討する
大切なのは、時間をかけて検討し、事前に計画することです。年度が始まる前から、広報委
員会と協力して広報計画を立て、広報の対象者、広報戦略、利用する資料やツールについ
て考えておきましょう。詳しくは、「クラブを成功に導くリーダーシップ：広報委員会編」をご
参照ください。

ソーシャルメディアをはじめよう
クラブや会員個人のソーシャルメディアページ（フェイスブック、ツイッターなど）で、ロータ
リーの活動風景を写真付きで紹介しましょう。ソーシャルメディアは多くの人に簡単に情
報を広められるため、ボランティアを募るのにも適しています。ロータリーのツイッターア
カウント（日本語）や地元団体のページもフォローしておくと、情報収集に便利です。

ガバナー、ガバナー補佐、地区広報委員長、ロータリー公共イメージコーディネーター
（RPIC）からも広報のアドバイスを得られます。また、非常時におけるメディアへの対応に
ついて説明した「メディア危機対策プラン」も確認しておきましょう。

http://www.rotary.org/clubcentral
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/537
http://www.twitter.com/rotaryjapan
http://www.twitter.com/rotaryjapan
http://shop.rotary.org/Media-Crisis-Handbook/dp/B0043JEYYW
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ロータリーについて尋ねられたら……
会長はクラブの「顔」となる存在です。プロジェクトの式典、寄贈式、その他の場
面で一般の人を対象にスピーチする機会も多いものです。「ロータリーとは何か」
「ロータリーはどのような活動をしているか」「ロータリアンとは誰か」といった基
本的な質問にすぐ答えられるよう準備しておきましょう。	

わかりやすい答えを準備する際には、「ボイス」とビジュアルアイデンティティのガ
イドに掲載された以下のキーワードをご参照ください。

「リーダーのネットワークへ」
•	ロータリーでは、さまざまな分野のリーダーが専門知識や経験を持ち寄
り、人びとや社会のために活動しています。	

•	世界中の職業人や市民リーダーが手を組み、それぞれのスキルや経験を
生かす場がロータリーです。

「アイデアを広げる」
•	ロータリーでは、例会、大会、プロジェクト、交流行事を通じて、多様な視
点や経験を持つ人びとと出会い、友情をはぐくむことができます。

•	 職業のスキルや知識を社会のために役立てたい」という熱意をもつ人が
集まるのがロータリーです。ロータリーに参加する方法はさまざまです。あ
なたも自分を生かせる活動に加わりませんか。	

「行動する」
•	ロータリーは、世界各地で奉仕プロジェクトを実施し、よりよい地域社会
づくりをめざしています。

•	きれいな水の提供、識字教育など、ロータリークラブは世界中の地域社
会に貢献するための奉仕活動を行っています。

ロータリーで私たちは…
•	生涯にわたる友情をはぐくみます
•	約束を守り抜きます
•	多様な考え方を取り入れます
•	リーダーシップと職業の専門知識を生かして、地域社会の問題に取り組
みます

ロータリーについて説明するときは、わかりやすく簡潔にロータリーの魅力を伝
え、ロータリー用語（ガバナー、地区、重点分野、ポリオプラスなど）の使用は避け
ましょう。補遺7にもロータリーを紹介する際のキーポイントが収められています。

「ロータリー早分かり」
で、ロータリーに関するポ
イントやデータをご確認く
ださい。

http://www.rotary.org/ja/brandcenter
http://www.rotary.org/ja/brandcenter
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/860
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ロータリーの標章を正しく使う
ロータリーの公式ロゴは、ロータリーという組織、そして全世界の地域社会で活動する会員
を象徴するものです。公式ロゴに加え、ロータリーの商標とサービスマーク（総称して「ロー
タリーの標章」と呼ばれる。手続要覧第14章を参照）は、国際ロータリーが知的所有権を
有しています。	

クラブの資料やプロジェクトで標章を使う際は、ブランドリソースセンターにある「ボイス」と
ビジュアルアイデンティティのガイドとロータリー章典をご確認ください。これらの資料で答
えが見つからない場合は、国際ロータリークラブ・地区支援室にお問い合わせください。

「ボイス」とビジュアルアイデンティティのガイド

 2014年1月17日

ロータリーを
生き生きと表現しよう
ロータリー

ロータリー標章を複製する場合
ロータリークラブまたはその他のロータリー組織*が、ロータリー標章を複製する際（例えば
Tシャツにプリントする場合など）は、「ボイス」とビジュアルアイデンティティのガイドに沿う
必要があります。標章は、改造、修正、あるいは部分表示すべきではなく、また所定の形以
外のものを複製してはなりません。

ロータリー、ロータリー財団、ロータリープログラムのロゴは、ブランドリソースセンターから
ダウンロードできます。

*	「ロータリー組織」は、国際ロータリー、ロータリー財団、ロータリークラブ（またはクラブ
の集合体）、ロータリー地区（または地区の集合体。多地区合同活動や多地区合同運営グ
ループを含む）、ロータリアン行動グループ、ロータリー親睦活動グループ、ロータリー国際
大会ホスト組織委員会、国際ロータリーの管理運営区域。ロータリーの個々のプログラム
は「ロータリー組織」とみなされない。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/manual-procedure-035-en
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP/App/AssetDetails/b/www/Asset/Details/520?brand=www&returnUrl=http%3a%2f%2fbrandcenter.rotary.org%2fja-JP%2fApp%2fAssetSearch%3fpageSize&showadvancedsearch=True&showadvancedsearch=True&showkeywordfilters=True&showkeywordfilters=True&k=46&k=17&k=46&k=17&view=Standard&view=Standard&page=1&page=1&pageSize=20
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP/App/AssetDetails/b/www/Asset/Details/520?brand=www&returnUrl=http%3a%2f%2fbrandcenter.rotary.org%2fja-JP%2fApp%2fAssetSearch%3fpageSize&showadvancedsearch=True&showadvancedsearch=True&showkeywordfilters=True&showkeywordfilters=True&k=46&k=17&k=46&k=17&view=Standard&view=Standard&page=1&page=1&pageSize=20
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP/App/AssetDetails/b/www/Asset/Details/520?brand=www&returnUrl=http%3a%2f%2fbrandcenter.rotary.org%2fja-JP%2fApp%2fAssetSearch%3fpageSize&showadvancedsearch=True&showadvancedsearch=True&showkeywordfilters=True&showkeywordfilters=True&k=46&k=17&k=46&k=17&view=Standard&view=Standard&page=1&page=1&pageSize=20
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP
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名称のガイドライン
プロジェクト、活動、プログラム、ウェブサイト、出版物の名称として、「ロータリー」という言
葉を単独で使うことはできません。必ず、ロータリークラブやロータリー組織の名前を併記
してください。正しい使用例

•	○○○ロータリークラブ清掃プロジェクト
•	マウンテンシティ・ロータリークラブ記念公園
•	www.anycityrotaryclub.org
クラブの通信物や活動関係資料では、必ず、クラブ名入りロゴをご使用ください。クラブ名
入りロゴは、ブランドリソースセンターで簡単に作ることができます。

名称に関する詳細は、ロータリー章典を参照するか、クラブ・地区支援室にお問い合わせく
ださい。

募金活動でロータリー標章を使う場合
ロータリー標章入り商品の販売を許可された業者は、世界に250近くあります。これらの業
者は免許取得業者と呼ばれ、Rotary.orgの公式名簿で確認できます。

期間限定で、クラブが募金を目的としてロータリー標章入り商品を販売する場合、クラブ
名、クラブ名入りロゴ、プロジェクト名または募金行事名、プロジェクトの実施日を入れた商
品を、ロータリー公式の免許取得業者から購入してください。販売と募金活動が長期にわ
たる場合は、国際ロータリーから免許を取得する必要があります。詳しくは、国際ロータリ
ー免許業務課（rilicensingservices@rotary.org）へお問い合わせください。

「ボイス」とビジュアルアイデンティティ 
ロータリーのガイドライン

2014年1月17日    19視覚的デザイン

第1239地区 第33ゾーン 第24・32ゾーン 第21b～27ゾーン第1239地区 第33ゾーン 第24・32ゾーン 第21b～27ゾーン第1239地区 第33ゾーン 第24・32ゾーン 第21b～27ゾーン第1239地区 第33ゾーン 第24・32ゾーン 第21b～27ゾーン

Club [of/at] [Location]

6.4mm

5.6mm

13mm

[Location]

Club

[Location] Club [of/at]

以下の仕様に従ってください。
太ゴシック、15級または10.67pt

ロータリーロイヤルブルー
「Rotary」の文字と右端をあわせる

○○○○ロータリークラブ ○○○○ロータリークラブ
以下の仕様に従ってください。
太ゴシック、15級または10.67pt

ロータリーロイヤルブルー
「Rotary」の文字と右端をあわせる

5.0mm

13mm

Club [of/at] [Location]

6.4mm

5.6mm

13mm

[Location]

Club

[Location] Club [of/at]

以下の仕様に従ってください。
太ゴシック、15級または10.67pt

ロータリーロイヤルブルー
「Rotary」の文字と右端をあわせる

Club [of/at] [Location]

6.4mm

5.6mm

13mm

[Location]

Club

[Location] Club [of/at]

以下の仕様に従ってください。
太ゴシック、15級または10.67pt

ロータリーロイヤルブルー
「Rotary」の文字と右端をあわせる

○○○○ロータリークラブ ○○○○ロータリークラブ
以下の仕様に従ってください。
太ゴシック、15級または10.67pt

ロータリーロイヤルブルー
「Rotary」の文字と右端をあわせる

5.0mm

13mm

○○○○○○○
ロータリークラブ

ロータリークラブ用

ロゴ 
クラブ、地区、
ゾーン用

地区・ゾーン用

District 1239 Zone 33 Zones 24 & 32 Zones 21b-27

クラブ、地区、ゾーンが作成する資料や通信物
に表示するロゴには、クラブ名、地区番号、ゾ
ーン番号を必ず入れる必要があります。その際
には、このページにある指針に従ってください。

後日、クラブの名入りロゴを作成するのに役立
つツールを提供する予定となっております。ロ
ータリーの免許取得業者も、クラブ名（地区番
号、ゾーン番号）入りのロゴが表示されたロー
タリー商品を製造できるようになります。 

ロータリークラブ 

クラブで作成する資料や通信物では、右の例
にならい、なるべくクラブ名を入れてロゴを表示
してください。

推奨されている使用例は、ロゴの「Rotary」の
文字が上に来る形です（右の推奨例を参照）。

英語でクラブ名を表示する場合は、２つの代
替例も可能です（右の代替例を参照）。

ロゴの「Rotary」の文字と歯車の位置と比率を
変えるべきではありません。

地区とゾーン

同じように、地区やゾーンが資料や通信物を作
成する場合も、地区番号またはゾーン番号入り
のロゴを使う必要があります（公式ロゴのみを
単独で使うことはできません）。

仕様は上記のクラブ用と同じです。

District 1239 Zone 33 Zones 24 & 32 Zones 21b-27District 1239 Zone 33 Zones 24 & 32 Zones 21b-27District 1239 Zone 33 Zones 24 & 32 Zones 21b-27

基本形（日本語）

地区 ゾーン

クラブ名が長い場合

基本形（英語） クラブ名が長い場合 可能な代替形

Club of Cota
de Caza Rancho
Santa Margarita

del Sol

https://brandcenter.rotary.org/ja-JP
https://www.rotary.org/myrotary/ja/manage/products-literature/licensed-vendors
https://rotary.org
mailto:rilicensingservices@rotary.org
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考えてみよう

「ロータリーとは何か」と聞かれたら、どのように答えますか。

クラブのスポークスパーソンとしての役割に、どのように備えますか。

ロータリーへの理解を促進するために、どのような新しいアプローチを試みますか。
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補遺 7

ロータリーを紹介する際のキーポイント
ロータリーをメディアで紹介したり、一般向け広報資料をつくる際は、以下のメッセージを盛り込みましょう。

ロータリーは、最も差し迫った人道的課題に取り組む献身的なボランティアリーダーが集まる、世界的ネッ
トワークです。

•	ロータリーでは、世界120万人の職業人と市民リーダーが力を合わせて、援助を必要する人びとの支援に
取り組んでいます。

•	地域社会での奉仕活動から、発展途上国でのきれいな水や医療の提供まで、ロータリークラブは地元
や海外で持続可能な影響をもたらすプロジェクトを行っています。

•	ロータリーには、民族、信仰、文化を問わず、各分野の職業人のリーダーがボランティア奉仕を通じてより
良い世界を築く機会があります。

ロータリーが最優先とする活動は、世界でポリオを撲滅することです。

•	ロータリーと協力団体の懸命な取り組みによって、1988年以来、ポリオの発症数は99パーセント減少
し、撲滅まであと一歩のところまで近づいています。撲滅が実現すれば、ポリオは、人類史上、天然痘
に続いて二番目に撲滅される疾病となります。

•	撲滅活動におけるロータリーの主な役割は、資金調達、アドボカシー活動、ボランティアの動員です。
•	ロータリーの会員は、これまで、122カ国、25億人以上の子どもたちをポリオから守るために、12億米ドル
（約1,200億円）以上の資金と無数のボランティア時間を捧げてきました。

•	 2018年まで、ロータリーがポリオ撲滅のために集めた資金（年間最高3,500万ドルまで）に対し、ビル＆
メリンダ・ゲイツ財団から2倍の額の上乗せが提供されます。

ロータリーは、革新的なパートナーシップを通じて、活動の効果を最大限に高めています。

•	ロータリーの活動では、地域社会の参加、測定可能な目標の設定、持続可能かつ最大限の成果を重視
します。

•	ロータリーは、同じ人道的目標を掲げる主要団体や組織とパートナーシップを結び、世界各地で、疾病や
非識字の問題、母子の健康の改善、清潔な水の利用、貧困と紛争を減らす活動に取り組んでいます。 

ロータリーは、教育、人道的奉仕活動、若いリーダーの支援を通じて、平和と国際理解を築いています。

•	ロータリー平和センター修士号プログラムの卒業生600人以上が、世界各国の政府、企業、組織で、意
思決定にかかわる重要な役職に就き、活躍しています。

•	ロータリーの人道的プロジェクトでは、紛争の根源となる要因（貧困、非識字、水欠如の問題など）に取
り組み、争いを防ぐことを目指しています。

•	毎年8,500人の高校生が100カ国に留学するロータリー青少年交換プログラムを通じて、国際親善を促
しています。

•	若い人が参加できるロータリーの2つのプログラム、ローターアクトとインターアクトは、若者がボランティ
ア精神を培い、リーダーシップの力と将来のキャリアに役立つスキルを伸ばすことを目指しています。
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メモ



53 ロータリー財団

第6章

ロータリー財団

ロータリー財団の使命は、「ロータリアンが、健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧
困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすること」です。

財団は、この使命に基づいて、クラブと地区に補助金を提供し、ポリオ撲滅や平和の推進
といったグローバルな取り組みを展開しています。ただし、クラブ、会員、寄付者の方々から
の支援なしには、補助金も世界的なキャンペーンも実現できません。財団への継続的な支
援が重視されるのはこのためです。

財団活動に参加するメリットは、補助金を使って奨学金を提供したり、職業研修チーム
（VTT）を派遣することに留まりません。財団活動をきっかけにロータリーを知った人が入
会することや、ロータリーが地域社会や世界にもたらす恩恵を見て心を動かされ、それまで
以上に積極的になる会員も少なくありません。このような活動への共感が、さらなる参加や
寄付につながる可能性があります。	

あなたの役割：ロータリー財団
会長エレクトとして 会長として
ロータリー財団委員を任命して、顔合わせをする ロータリー財団委員会の会合に出席する 
ロータリークラブ・セントラルで財団活動を確認する ロータリークラブ・セントラルで定期的に寄付傾向

を確認する
ロータリークラブ・セントラルで寄付傾向を確認する ロータリー財団委員会と定期的に連絡を取りなが

ら、クラブが補助金の参加資格を維持し、補助金
の報告書を期日内に提出する

就任前に、寄付とプログラム参加に関する目標を
立て、ロータリークラブ・セントラルに入力する

クラブの覚書（MOU）を読み、これを承認する

ロータリー財団委員会と協力して、補助金の参加
資格要件を満たす 

進行中の（または完了した）補助金の報告書を期
日内に提出する

ロータリー財団

参照ガイド

One Rotary Center 
1560 Sherman Avenue 
Evanston, IL 60201-3698 USA 
www.rotary.org 219-JA—(814)

ロータリー財団について
は、ロータリー財団参照
ガイドをご参考ください。
ダウンロード可能で、印
刷版はshop.rotary.org
から注文できます。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/rotary-foundation/rotary-foundation
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/end-polio
https://www.rotary.org/myrotary/ja/get-involved/exchange-ideas/peace-fellowships
http://www.rotary.org/ja/clubcentral
http://www.rotary.org/ja/clubcentral
https://www.rotary.org/myrotary/en/document/620
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/518
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/518
http://shop.rotary.org/
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クラブが立てた財団目標を目指して、一歩一歩、着実な進展を遂げることが大切
です。以下のような方法で、会員からの協力を得ることを心がけましょう。

•	財団への寄付をお願いする（まずは声をかける。まだ一度も寄付をしたことが
ない会員に注目する）

•	補助金活動への参加や貢献に感謝する
•	補助金資金が適切に管理されるよう監督する
•	地区補助金の活動案を募る
•	自ら率先して寄付を行う 

ロータリー財団委員会
ロータリー財団委員会の構成は、クラブの活動や目標に基づいて決定してくださ
い。例えば、グローバル補助金を申請するクラブは、補助金小委員会を設けると
よいでしょう。事情に応じて委員会構成と責務を検討し、クラブ細則に盛り込み
ましょう（補遺5をご参照ください）。

委員として適格な人

•	コミュニケーションが上手く、国際的な経験、地元または海外でのボランティア
経験がある人	

•	補助金／プログラムへの参加経験がある人
委員会の役割

•	財団支援へのモチベーションを高めるような例会プログラムを企画する（感
動的なスピーチ、映像など）	

•	学友やボランティアを例会に招き、財団と関連した経験談を語ってもらう
•	クラブの財団寄付目標の達成に向けた活動に当たる
•	財団について会員に教育する
•	補助金／プログラムへの参加、財団への寄付を奨励する
•	ロータリー財団管理委員会が定めた目標、地区が定めた財団目標を会員に伝
える

•	補助金の資金管理を徹底させる
詳しくは、「クラブを成功に導くリーダーシップ：ロータリー財団委員会編」をご参
照ください。

地区からの支援
財団関連の活動について、地区からのサポートを得ることもできます。地区内の
複数クラブが合同で活動したり、地区プロジェクトに参加するなど、地区とどのよ
うに協力できるかガバナーまたはガバナー補佐に相談してみるとよいでしょう。

会長、幹事、会計、ロー
タリー財団委員長は、
クラブ の 寄 付 状 況を
Rotary.orgでご確認い
ただけます。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/541
https://www.rotary.org/myrotary/ja/manage/club-district-administration/836
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地区ロータリー財団セミナー
地区主催のロータリー財団セミナーでは、財団の使命、プログラム、補助金、ファンドレイジ
ング（寄付推進）について学ぶことができます。クラブの会長やロータリー財団委員、財団
に関心のあるロータリアンの出席が奨励されています。	

補助金管理セミナー
ロータリー補助金の手続き、資金管理の方法、クラブ覚書（MOU）の実行方法についての研
修です。補助金の参加資格認定を受けるには、このセミナーにクラブから少なくとも1名の代
表者が出席することが条件となります。詳しくは、補助金管理の手引きをご参照ください。

補助金を適切に管理するための「参加資格」 
補助金を適切に管理する体制がクラブで整っていることを確認するため、財団は、補助金
の参加資格を設けています。クラブが補助金を申請する前に、この参加資格認定を受けて
いる必要があります（クラブの資格認定は地区が行います）。グローバル補助金の参加資
格としてロータリー財団が定める2つの最低要件は以下の通りです。

•	クラブ会長エレクト（または指名されたクラブ代表者）が地区補助金管理セミナーに出
席する

•	クラブ会長と会長エレクトが、クラブの覚書（MOU）に署名する
これに加え、地区が独自の要件を設けている場合があります。詳細は、地区に問い合わせ
ることをお勧めします。

補助金とプログラムの概要
ロータリー補助金には次の2種類があります。	

1.	地区補助金：ロータリー財団の使命に沿って、地元や海外の地域社会のニーズに取り
組む活動を支援します。グローバル補助金による活動と比べて、規模が小さく、短期
的な活動であることが特徴です。補助金は地区に一括して支払われ、地区が補助金
の配分を決めます。	

2.	グローバル補助金：長期的で大規模な影響をもたらす活動を支援します。ロータリー
の6つの重点分野（以下参照）において、持続可能かつ測定可能な成果を挙げること
が条件です。この補助金は、国際的な人道的プロジェクト、職業研修チーム（VTT）、
奨学金に利用できます。	

•	平和と紛争予防／紛争解決	
•	疾病予防と治療	
•	水と衛生	
•	母子の健康	
•	基本的教育と識字率向上	
•	経済と地域社会の発展	
補助金のほかに、ロータリー財団には次のようなプログラムがあります。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/673
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/68846
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ポリオプラス：世界のポリオ撲滅を目指すプログラムです。ロータリーはこれまでに、募金
を通じて10億ドル（約1,000億円）以上を投じ、予防接種の呼びかけや実施といった草の
根レベルの活動に無数のボランティア時間を捧げてきました。

ポリオ撲滅のためにクラブができること：

•	一般を対象とした募金活動を実施する。ポリオ撲滅の認識向上に努める
•	例会でポリオ撲滅を取り上げたプログラムを企画する
•	世界ポリオデー（10月24日）に、ロータリーのポリオ撲滅活動を紹介する行事を開催する
ロータリー平和センター：世界の平和構築に貢献する人材を育てるロータリー平和センタ
ープログラムでは、平和センターで学ぶためのフェローシップ（奨学金）を提供しています。

国際関係、平和研究、紛争解決、その他の関連分野について学ぶ修士号コースと、専門能
力を磨くための修了証取得コースがあります。	

平和フェローシップ支援のためにクラブができること：

•	ロータリー平和フェロー（または元フェロー）にクラブで体験談を話してもらう
•	フェローシップ候補者を推薦する（クラブから地区への提出締切日は5月31日。地区から
財団への提出締切日は7月1日）

•	フェロー受入れを支援したり、カウンセラー役を務める

財団の長期的な運営を可能にする資金モデル
世界各地のロータリー活動に資金を提供してきたロータリー財団。将来も十分かつ確実に
活動に資金を提供していくため、財団管理委員会は、2015年7月1日から有効となる資金モ
デルを承認しました。これまで財団の管理運営費と寄付推進費の大部分は投資収益に頼
っていましたが、今後は以下の通り、財源が補強されます。また、恒久基金の使用可能な
収益のごく一部も運営費に充てられます。	

主な変更点

•	年次基金寄付の5パーセントを、必要に応じて、運営費または運営準備金に充てる
•	グローバル補助金において、提唱者が財団を通して現金拠出する場合、拠出金の5％	
相当を追加で支払う	

資金モデルに関する資料をご参照ください。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/empower-leaders/support-peace-centers
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/empower-leaders/support-peace-centers
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/171866
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寄付が「シェア」を通じて活動資金へ 
ロータリー財団への寄付は、補助金に生まれ変わり、人びとの生活向上や地域社会の発
展のために生かされます。

地区内の全クラブから寄せられた年次基金（シェア）への寄付は、次の2つの資金に分けら
れます。	

•	 50パーセントがDDF（地区財団活動資金）へ

•	 50パーセントがWF（国際財団活動資金）へ

WFは、世界の全地区が参加できる財団プログラムや補助金に使用されます。一方、DDF
は、地区が選んだ財団プログラムや補助金に活用されます。

地区におけるDDFの配分は、地区ロータリー財団委員会が決定します。詳しくは、地区ロー
タリー財団委員長にお問い合わせください。	

寄付のプロセス
ロータリー財団の補助金やプログラムは、会員と支援者からの寄付で支えられています。
寄付の理由は人によってさまざまですが、その多くは、教育や人道的支援における財団の
使命に共感したことによるものです。寄付を奨励する際には、これを念頭に置くとよいでし
ょう。

年次基金、恒久基金、ポリオプラス基金、ロータリー平和センターなどに寄付先を指定する
ことができます。寄付方法は、Rotary.orgからのオンライン寄付と、寄付送金明細書式（ロ
ータリアン／クラブ用と一般用）を用いた銀行振込みの2つがあります。

寄付してくれた会員・支援者への感謝を忘れずに伝えましょう。今後の継続的な寄付には、
こうしたフォローアップが大切です。財団の寄付者認証プログラム（ポール・ハリス・フェロー
など）は、寄付者に感謝を示す方法として最適です。詳しくは補遺6をご参照ください。

財団寄付の目標をロータリークラブ・セントラルに入力してください。財団全般に関してはロ
ータリー財団地域コーディネーター（RRFC）、寄付に関しては恒久基金／大口寄付アドバ
イザー（EMGA）からも情報やアドバイスを得ることができます。

https://www.rotary.org/myrotary/en/take-action/give
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/give
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/9031
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/9031
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/contribution-form-rotary-foundation
http://www.rotary.org/clubcentral
https://www.rotary.org/myrotary/ja/coordinators-advisers
https://www.rotary.org/myrotary/ja/coordinators-advisers
https://www.rotary.org/myrotary/ja/coordinators-advisers
https://www.rotary.org/myrotary/ja/coordinators-advisers


58 クラブを成功に導くリーダーシップ：会長編

考えてみよう

ロータリー財団への支援、財団活動への参加を、どのように奨励しますか。

	

資金管理を徹底させるために、どのような体制を整えますか。また、何を心がけますか。

財団支援に関する会長としての目標は何ですか。
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メモ
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My ROTARYの 
フォーラムに 

参加する
ロータリアン 

行動グループに 
参加し、奉仕プロ 
ジェクトの向上に 

取り組む

ロータリーの 
アイデア応援サイト 

を通じて 
奉仕プロジェクト 

に協力する

ロータリー親睦
活動グループ 

で共通の関心事や
職業をもつ 

友人をつくる

国際共同委員会を
通じて、国境を 

越えた平和を築く

ロータリー 
ショーケースで 
クラブが行った 

奉仕活動の成果を 
共有する

ロータリー 
友情交換チームを
編成して、海外の
ロータリアンと

交流する

職業研修チーム
（VTT）で、職業
知識とスキルを 

生かして活動する
プロジェクト

展示会を訪問・
主催して 

プロジェクト 
パートナーを探す

双子クラブとの 
関係を築く

ロータリー奉仕でつながろう: 
www.rotary.org/myrotary/ja

つながろう！
次のような機会を活用して、
ロータリーの国際性を体験しよう

オンライン
でつながる

ネットワークを 
広げる

グループに入る
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ロータリーへの入会理由としての最も多いのが、「社会への貢献」と「親睦」です。奉仕活
動を通じて、地域社会に役立つ活動を行いながら、会員同士、さらに地元の人たちとの交
流を深めることができ、まさに社会貢献と親睦の両方が実現できます。	

ロータリーでは、クラブや地区が実施する奉仕活動を「プロジェクト」と呼んでいます。クラ
ブでは、どんな奉仕プロジェクトが実施できるでしょうか。まずは会員が関心をもっている
分野や問題を探り、地元の人たちに地域社会の課題は何か聞いてみましょう。また、インタ
ーアクターやローターアクターなど、若者たちの声にも耳を傾けましょう。	

ニーズを把握した上で、会員が経験や知識、才能を生かしながら、地域社会と協力できる
プロジェクトを計画します。プロジェクトを通じて会員の参加の機会が増えるとともに、地
域でのロータリーの貢献について多くの人に知ってもらうことができます。	

また、ウェビナーシリーズ「奉仕プロジェクトの流れ（ライフサイクル）」では、日本の地区が
実施したグローバル補助金の例とともに、実践的なヒントを学ぶことができます。

あなたの役割：奉仕
会長エレクトとして 会長エレクトとして
奉仕プロジェクト委員を任命して、顔合わせをする ステップに沿ってプロジェクトを実施する（ニーズ調

査、十分な計画、評価）
ロータリークラブ・セントラルで、現在のプロジェクト
を確認する

クラブが提唱するインターアクト、ローターアクト、
ロータリー地域社会共同隊［RCC］を支援する

ロータリークラブ・セントラルで、奉仕目標を立てる ローターアクター、青少年プログラム参加者、学
友とプロジェクトで協力する

奉仕プロジェクト委員会と協力して、現在のプロジ
ェクトを来年度も継続するかどうか決める 

クラブでプログラムの方針や青少年保護方針が
必ず守られるようにする（補遺9）

第7章

プロジェクトをはじめよう

年度目標と行動計画の
立案については、「活動
する地域社会：効果的な
プロジェクトのための手
引き」と「地域調査の方
法」をご参照ください。

https://vimeo.com/98989043
http://www.rotary.org/ja/clubcentral
http://www.rotary.org/ja/clubcentral
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/577
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/577
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/577
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/577
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/578
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/578
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奉仕プロジェクト委員会
奉仕プロジェクト委員会の主な目的は、クラブでの奉仕活動を取りまとめることです。クラ
ブのニーズに応じて委員会の構成と役割を検討し、クラブ細則に盛り込みましょう（補遺5
をご参照ください）。

委員として適格な人

•	地域社会をよく知り、ボランティア活動の経験がある人
委員会の責務

•	地域社会	とクラブのニーズ調査を行う	
•	クラブ、地区、国際ロータリーのリソース（ロータリー	アイデア応援サイト、ロータリーショ
ーケースなど）を活用して、地元と海外におけるプロジェクトを計画する

•	クラブ広報委員会と協力して、プロジェクトの広報や推進にあたる	
•	プロジェクトを実施し、全会員の参加を促す
•	プロジェクトの評価を行い、その結果を今後のプロジェクトに生かす
•	国際プロジェクトやボランティア活動で協力するため、海外のクラブとの関係を築く
詳しくは、「クラブを成功に導くリーダーシップ：奉仕プロジェクト委員会編」をご参照く
ださい。また、奉仕プロジェクトの立案と推進については、ラーニングセンター（Learn.
Rotary.org）の資料も参考となります。

ロータリープログラムの機会を利用する
ロータリーには、人道的活動、国際交流、教育支援など、クラブや地区が参加できるさまざ
まなプログラムがあります。各プログラムの詳細は、補遺8をご参照ください。

ロータリープログラムの魅力は、参加を通じて国内外に新しい友人ができ、楽しみながら奉
仕できることです。全会員に参加を呼びかけるとともに、地元の若者、家族、友人や同僚な
ど、地元地域の幅広い人たちにも参加してもらいましょう。	

プロジェクトの計画と実施については、Rotary.orgの関連資料をご参照ください。

若いリーダーを育てるプログラム：インターアクト、ロータリー青少年交換、ロータリー青少年
指導者育成プログラム（RYLA）といったプログラムを通じて、若者のリーダーシップスキル
を伸ばし、奉仕活動への関心を育むことができます。またローターアクトを通じて、若い職
業人や大学生がリーダーシップを発揮し、ロータリアンとともに地域社会に貢献することが
できます。

クラブが独自に青少年奉仕を行う際は、関連団体と協力し、地元に合った活動を実施しま
しょう（子どもたちへの読み聞かせ、非行や問題を抱える青少年の指導、就職相談など）。 

青少年がかかわる活動を始める前に、青少年保護方針を確認し、活動に携わる人（ホストフ
ァミリーやカウンセラーなど）の事前審査と研修を十分に行うことが大切です。会員が補遺
9にある青少年との活動におけるガイドラインを理解しておく必要があります。ラーニングセ
ンターに掲載された青少年との活動に関する資料もご参照ください。

https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/15486
www.rotary.org/myrotary/ja/showcase
www.rotary.org/myrotary/ja/showcase
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/540
http://learn.rotary.org/
http://learn.rotary.org/
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/develop-projects/lifecycle-project
https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/13161
https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/13161
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地元と海外での奉仕プロジェクト：ほかのクラブと合同で奉仕プロジェクトを実施できま
す。国際プロジェクトの場合は海外のパートナーを探す必要がありますが、基本的な実施
ステップは地元プロジェクトの場合とほとんど変わりません。詳しくは、「活動する地域社
会：効果的なプロジェクトのための手引き」をご参照ください。

資金やボランティア、あるいは協力クラブを募るには、ロータリーのアイデア応援サイトが便
利です。さらに、以下の方法もあります。

•	地区ロータリー財団委員長に相談する
•	地区や海外のロータリー行事で知り合いを増やす
•	ほかのクラブを訪問したり、ロータリー友情交換に参加して国際交流の輪を広げる
•	ローターアクトクラブと協力する
•	ソーシャルメディア（フェイスブック、ツイッターなど）を使って交流する
•	ロータリーのプロジェクトフェアに参加する（クラブや地区が奉仕プロジェクトを紹介す
る展示会）

プロジェクトのアイデアを見つけるには？「ロータリーの重点分野ガイド」に、各分野のプロ
ジェクトの例が紹介されています。

そのほかの参考資料

•	 地域調査の方法」（まずはニーズ調査から）
•	 補助金管理の手引き」（過去の成功例をヒントに）
•	 奉仕プロジェクトの流れ（ライフサイクル）」のウェビナーシリーズの録画ビデオ

https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/577
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/577
https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/15486
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/589
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/578
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/673
https://vimeo.com/76959492
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考えてみよう

会長として、クラブのプロジェクトをどのように支援できますか。

ローターアクター、学友、そのほかの若い職業人に、クラブのプロジェクトにどのように参加してもらえま
すか。

プロジェクトは、クラブ戦略計画にどのように盛り込まれていますか。
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補遺 8

ロータリーにおける活動の機会
ロータリーには、以下のような奉仕の機会があります。

ポリオプラス 全世界でのポリオ撲滅を目指すロータリー組織全体のプログラム。

社会奉仕 地域の人びとの暮らしを豊かにし、より良い社会づくりに貢献する活動。

職業奉仕 倫理と高潔さをもって仕事にあたり、職業の知識やスキルを社会のニーズ
解決のために進んで役立てる。

国際奉仕 国際的なプロジェクトでボランティアをしたり、海外のパートナーとの協同
活動を通じて、平和と相互理解を推進。

青少年奉仕 青少年や若い世代の社会人（30歳まで）がリーダーシップの力を伸ばせる
よう支援。

新世代交換 30歳までの若者が海外で奉仕活動を行ったり、職業研修を受けるための
交換。

インターアクト 12～18歳の青少年が参加する奉仕クラブ。

ロータリー青少年交換 15～19歳の青少年が長期（または短期）に海外に滞在して国際理解と
平和を促進するプログラム。 

ローターアクト 18～30歳の大学生や若い社会人が参加する奉仕クラブ（地元ロータリ
ークラブが提唱）。

ロータリー青少年指導者養成プログラム
（RYLA）

青少年、大学生、若い社会人がリーダーシップスキルを伸ばすための研修
プログラム。

ロータリー地域社会共同隊	
（RCC）

ロータリー会員以外の人が参加する奉仕グループ 
（地元ロータリークラブが提唱）。

ロータリー親睦活動グループ 同じ趣味や職業的関心を持つ世界中のロータリー会員、配偶者、ロータ
ーアクト会員によるグループ。

ロータリー友情交換 ロータリー会員とその家族が海外を訪問して友好を築くための交換プログ
ラム。交換を通じて将来のプロジェクトパートナーが見つかることもある。

ロータリアン行動グループ 世界中のロータリー会員、ロータリーファミリー（プログラム参加者、学友な
ど）がメンバーとなり、特定の専門分野において国際プロジェクトを実施・
支援するグループ。

ロータリー平和センター 平和と紛争解決の分野で修士号または専門修了証を取得できる教育プ
ログラム。平和センターで学ぶ学生にフェローシップ（奨学金）を提供。 

ロータリー補助金 地元や海外で人道的活動や教育支援を行うクラブや地区が利用できる
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補遺 9

青少年との活動におけるリスク管理
青少年との活動は、地域社会とロータリーの将来のリーダー育成につながります。これは将来への「投資」
といえますが、この投資は責任ある活動を通じてこそ実を結ぶものです。世界にはさまざまなリスクや危険
があり、その中で青少年プログラムを実施する際は細心の注意が必要です。ここでいうリスク管理とは、け
が、病気、虐待など、青少年との活動に伴うリスクを十分に理解しておくことで、リスクを避け、その影響を最
小限に抑えることを意味しています。青少年との活動を計画する際は、以下を考慮してください。

•	肉体的、性的、精神的な虐待および嫌がらせに対処するための青少年保護方針をクラブで立案、導入す
る。虐待や嫌がらせの報告があった場合は、これを直ちに地区リーダーと地元警察に報告する手続きを
整えておく。方針の詳細や要件については、地区に問い合わせのこと。

•	参加者（成人および青少年）の行動規範を確立する。この規範をつくる際は、法律・条令、文化、地区と
クラブの方針に加え、青少年保護のベストプラクティス（効果的な事例）を盛り込むようにする。

•	クラブの方針が、地区の方針ならびにRI理事会が各プログラムごとに定めた方針に沿ったものとなるよ
うにする。

•	危機的な状況（またはその可能性がある場合）では、迅速に対応できるよう、地区リーダーと常に連絡
を取るようにする。

•	青少年プログラム／行事を計画する場合、以下の点をあらかじめ決めておく：
	– けが人が出た場合、どのように対応するか？
	– 参加者から不適切または危険な行為があったと報告された場合、どのように対応するか？
	– プログラム／行事中に自然災害が起こった場合、どのように対応するか？

•	リスクを最小限に抑えるために…
	– 地区の方針やベストプラクティスにならい、ボランティア参加者の事前審査や研修を行う
	– 青少年にとって安全な環境をつくるためのふるまいについて、参加者に説明・研修する
	– 災害非常時の対応を考え、予行演習や避難訓練を行う
	– 十分な賠償責任保険に加入しておく

未成年が地元外を旅行・訪問する場合は、地区と連絡を取った上、青少年の旅行に関する指針がすべて
守られていることを確認してください。青少年の受け入れや旅行に関する責務が、海外のロータリー組織に
委ねられる活動（ロータリー青少年交換など）は、国際ロータリーから参加認定を受けた地区の承認と監
督の下で実施されなければなりません。

国によって、健康保険の多くは海外旅行／海外滞在中の補償範囲が限られます（またはまったく補償があり
ません）。このため、参加者は、加入中の健康保険と生命保険で十分な補償が得られることを証明する必要
があります。新たに旅行保険に加入する場合は、医療費の支払い、遺体の本国送還、緊急避難、事故死と
四肢切断に対する補償があるものを選ぶとよいでしょう。クラブと地区は保険会社に連絡を取り、現在加入
契約している保険が青少年プログラムの補償に十分なものであるかどうかを必ず確認してください。

また、クラブがほかの青少年支援団体と契約を結ぶ場合は、事前に弁護士と相談するよう推奨されていま
す。このような契約には、免責、損失肩代わり、補償の契約が含まれていることがあり、当事者の責任を免
除し、クラブや地区にその責任を転嫁する場合があります。国際ロータリーは、参加者および主催者のいか
なる疾病、けが、あるいは物的損害に対しても一切責任を負わないことにご注意ください
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青少年と接する際の行動規範に関する声明	

国際ロータリーは、ロータリーの活動に参加するすべての青少年のために安全な環境をつくり、これを維
持するよう努める。ロータリアン、その配偶者、その他のボランティアは、接する児童および青少年の安全
を考え、肉体的、性的、あるいは精神的な虐待から身の安全を守るため、最善を尽くす責任がある。
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メモ



ロータリークラブ・セントラル：www.rotary.org/clubcentral

ロータリークラブ・セントラルの
メリット

多くのデータを一つの場所で管理
できる

地球に優しい 

リーダーシップの継続性を促す

クラブの進捗を確認できる

透明性を保つ

世界全体のロータリー活動の影響
を把握できる 

ロータリークラブ・セントラル
計画を立て
進捗を確認し
目標を達成しよう

ロータリークラブ・セン
トラルを利用するには？
ウェブサイト（www.rotary.org/
clubcentral）から開くことができ
ます。 

誰が利用できますか？
ロータリーアンなら誰でも、自分のク
ラブの目標と達成状況を確認できま
す。クラブの現・次期会長、幹事、事
務員、会計、財団委員長、会員増強
委員長は、情報を入力、編集するこ
とができます。 

One Rotary Center 
1560 Sherman Avenue 
Evanston, IL 60201-3698 USA 
www.rotary.org 222-JA—(616)
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